
●分野別委員会運営要綱 

 

         平 成 ２ ６ 年 ８ 月 ２ ８ 日 

日本学術会議第１９９回幹事会決定 

 

（組織）          

第１ 日本学術会議会則第１６条に規定する分野別委員会（以下「委員会」と

いう。）は、それぞれの分野における会員又は連携会員をもって組織する。 

         

（分科会等）          

第２ 各委員会に置かれる分科会及び小委員会を、別表第１のとおり定める。

          

（庶務）          

第３ 委員会の庶務は、日本学術会議事務局の各課・参事官の協力を得て、別

表第２の各委員会に対応する事務局参事官が処理する。ただし、国際委員会に

置かれる分科会を兼ねるものについては、委員会において別途定める。 

         

（雑則）          

第４ この要綱に定めるもののほか、議事の手続きその他委員会の運営に関し

必要な事項は、委員会が定める。 

 

 

   附 則 

この決定は、平成２６年１０月１日から施行する。 

附 則（平成２６年１０月３日日本学術会議第２０３回幹事会決定） 

この決定は、決定の日から施行する。 

附 則（平成２６年１０月２３日日本学術会議第２０４回幹事会決定） 

この決定は、決定の日から施行する。 

附 則（平成２６年１１月２１日日本学術会議第２０５回幹事会決定） 

この決定は、決定の日から施行する。 

附 則（平成２６年１２月２６日日本学術会議第２０６回幹事会決定） 

この決定は、決定の日から施行する。 

附 則（平成２７年 １月２９日日本学術会議第２０８回幹事会決定） 

この決定は、決定の日から施行する。 

附 則（平成２７年 ２月２７日日本学術会議第２０９回幹事会決定） 

この決定は、決定の日から施行する。 



附 則（平成２７年 ３月２７日日本学術会議第２１０回幹事会決定） 

この決定は、決定の日から施行する。 

附 則（平成２７年 ４月２４日日本学術会議第２１１回幹事会決定） 

この決定は、決定の日から施行する。 

附 則（平成２７年 ５月２２日日本学術会議第２１２回幹事会決定） 

この決定は、決定の日から施行する。 

附 則（平成２７年 ６月１９日日本学術会議第２１３回幹事会決定） 

この決定は、決定の日から施行する。 

附 則（平成２７年 ７月２４日日本学術会議第２１６回幹事会決定） 

この決定は、決定の日から施行する。 

附 則（平成２７年 ８月２８日日本学術会議第２１７回幹事会決定） 

この決定は、決定の日から施行する。 

附 則（平成２７年 ９月１８日日本学術会議第２１８回幹事会決定） 

この決定は、決定の日から施行する。 

附 則（平成２７年１０月３０日日本学術会議第２２０回幹事会決定） 

この決定は、決定の日から施行する。 

附 則（平成２７年１１月２７日日本学術会議第２２１回幹事会決定） 

この決定は、決定の日から施行する。 

附 則（平成２８年 １月２９日日本学術会議第２２３回幹事会決定） 

この決定は、決定の日から施行する。 

附 則（平成２８年 ３月２４日日本学術会議第２２６回幹事会決定） 

この決定は、決定の日から施行する。 

附 則（平成２８年 ４月１４日日本学術会議第２２７回幹事会決定） 

この決定は、決定の日から施行する。 

附 則（平成２８年 ４月２２日日本学術会議第２２８回幹事会決定） 

この決定は、決定の日から施行する。 

附 則（平成２８年 ５月２０日日本学術会議第２２９回幹事会決定） 

この決定は、決定の日から施行する。 

附 則（平成２８年 ６月２４日日本学術会議第２３０回幹事会決定） 

この決定は、決定の日から施行する。 

附 則（平成２８年 ７月２９日日本学術会議第２３１回幹事会決定） 

この決定は、決定の日から施行する。 

附 則（平成２８年 ８月２６日日本学術会議第２３２回幹事会決定） 

この決定は、決定の日から施行する。 

附 則（平成２９年 １月２７日日本学術会議第２４１回幹事会決定） 

この決定は、決定の日から施行する。 



附 則（平成２９年 ２月２４日日本学術会議第２４２回幹事会決定） 

この決定は、決定の日から施行する。 

附 則（平成２９年 ４月２８日日本学術会議第２４５回幹事会決定） 

この決定は、決定の日から施行する。 

附 則（平成２９年１０月 ４日日本学術会議第２５５回幹事会決定） 

この決定は、決定の日から施行する。 

附 則（平成２９年１０月３０日日本学術会議第２５６回幹事会決定） 

この決定は、決定の日から施行する。 

附 則（平成２９年１１月２４日日本学術会議第２５７回幹事会決定） 

この決定は、決定の日から施行する。 

附 則（平成２９年１２月２２日日本学術会議第２５８回幹事会決定） 

この決定は、決定の日から施行する。 

附 則（平成３０年 １月２５日日本学術会議第２５９回幹事会決定） 

この決定は、決定の日から施行する。 

附 則（平成３０年 ２月２２日日本学術会議第２６０回幹事会決定） 

この決定は、決定の日から施行する。 

附 則（平成３０年 ３月３０日日本学術会議第２６１回幹事会決定） 

この決定は、決定の日から施行する。 

附 則（平成３０年 ４月２６日日本学術会議第２６３回幹事会決定） 

この決定は、決定の日から施行する。 

附 則（平成３０年 ５月３１日日本学術会議第２６４回幹事会決定） 

この決定は、決定の日から施行する。 

附 則（平成３０年 ６月２８日日本学術会議第２６５回幹事会決定） 

この決定は、決定の日から施行する。 

附 則（平成３０年 ７月２６日日本学術会議第２６６回幹事会決定） 

この決定は、決定の日から施行する。 

附 則（平成３０年 ８月２２日日本学術会議第２６８回幹事会決定） 

この決定は、決定の日から施行する。 

附 則（平成３０年 ９月１２日日本学術会議第２６９回幹事会決定） 

この決定は、決定の日から施行する。 

 



別表第１

分野別委員会 調査審議事項 構成 設置期間

言語・文学委
員会

日本の「古典」の構
築のための方法論・
理論に関すること

15名以内の会
員又は連携会
員

平成29年10月30
日～平成32年9
月30日

異文化接触にともな
う言語の変化と、現
在の日本の言語のあ
り方に関すること

15名以内の会
員又は連携会
員

平成29年10月30
日～平成32年9
月30日

科学の発展がもたら
す日本語の変化の解
析と、その変化に対
する可能な対策に関
すること

15名以内の会
員又は連携会
員

平成29年10月30
日～平成32年9
月30日

我が国の人文学の国
際化と日本語の将来
についての審議に関
すること

15名以内の会
員又は連携会
員

平成29年10月30
日～平成32年9
月30日

史学委員会に記載 史学委員会に
記載

史学員会に記載

哲学委員会 １．芸術の制作及び
受容を取り巻く環境
条件
２．芸術と公的組
織・制度との関係
に係る審議に関する
こと

10名以内の会
員又は連携会
員

平成29年10月4
日～平成32年9
月30日

我が国がかかえる今
日的課題のなかで、
特に青少年教育や政
策立案に伝統知を活
かす方策の審議に関
すること

20名以内の会
員又は連携会
員

平成29年10月4
日～平成32年9
月30日

分科会等

哲学委員会古典精神と
未来社会分科会

哲学委員会芸術と文化
環境分科会

言語・文学委員会古典
文化と言語分科会

言語・文学委員会文化
の邂逅と言語分科会

言語・文学委員会人文
学の国際化と日本語分
科会

言語・文学委員会・哲
学委員会・史学委員
会・
地域研究委員会合同ア
ジア研究・対アジア関
係に関する分科会

言語・文学委員会科学
と日本語分科会



１．生命倫理や葬送
儀礼や看取りにおけ
るいのちの意義
２．社会生活の多様
な場面での心のあり
方
に係る審議に関する
こと

20名以内の会
員又は連携会
員

平成29年10月4
日～平成32年9
月30日

１．哲学・倫理・宗
教教育の現状
２．哲学・倫理・宗
教教育の意義と方法
に係る審議に関する
こと

20名以内の会
員又は連携会
員

平成29年10月4
日～平成32年9
月30日

史学委員会に記載 史学委員会に
記載

史学員会に記載

1. 世界哲学の理念
についての検討
2. 世界哲学会
(World Congress of
Philosophy)の招致
の検討とその意義と
方法の共有
に係る審議に関する
こと

２０名以内の
会員又は連携
会員

平成30年1月25
日～平成32年9
月30日

心理学・教育
学委員会

１．目撃や自白にお
ける心理メカニズ
ム、少年犯罪、被害
者心理、民事手続き
や行政手続き、司法
福祉など、犯罪と司
法にかかわる心理学
的諸問題
２．法と心理学の教
育のあり方
に係る審議に関する
こと

15名以内の会
員又は連携会
員

平成29年10月4
日～平成32年9
月30日

社会のための科学と
しての心理学を展開
するために必要な教
育・資格・学術行政
に係る審議に関する
こと

20名以内の会
員又は連携会
員

平成29年10月4
日～平成32年9
月30日

１．心の先端的な科
学研究を前進させる
施策の検討
２．研究拠点校を結
ぶネットワークの構
築と心理科学の国
際的研究拠点構想に

30名以内の会
員又は連携会
員

平成29年10月30
日～平成32年9
月30日

哲学委員会いのちと心
を考える分科会

哲学委員会世界哲学構
築のための分科会

心理学・教育学委員会
法と心理学分科会

哲学委員会哲学・倫
理・宗教教育分科会

心理学・教育学委員会
心の先端研究と心理学
専門教育分科会

言語・文学委員会・哲
学委員会・史学委員
会・地域研究委員会合
同アジア研究・対アジ
ア関係に関する分科会

心理学・教育学委員会
社会のための心理学分
科会



実証と規範に共通す
る概念枠組みを形成
し、格差や公正など
の問題群に対するア
プローチについての
審議に関すること

10名以内の会
員又は連携会
員

平成29年10月30
日～平成32年9
月30日

1．参照基準の教育
課程編成における有
効性
2．コアカリキュラ
ムと参照基準の関係
3．教育学分野の参
照基準の内容

20名以内の会
員又は連携会
員

平成29年10月30
日～平成32年9
月30日

日本の教育システム
がもつ社会的排除機
能の課題を整理し、
社会的包摂機能増進
のための方途の検討
に係る審議に関する
こと

20名以内の会
員又は連携会
員

平成29年10月30
日～平成32年9
月30日

前期提言「融合社会
脳研究の創生と展
開」の検証と今後の
発展についての審議
に関すること

20名以内の会
員又は連携会
員

平成29年11月24
日～平成32年9
月30日

国家資格のための教
育のあり方等を含
め、健康と医療に関
する心理学の役割に
係る審議に関するこ
と

15名以内の会
員又は連携会
員

平成29年11月24
日～平成32年9
月30日

土木工学・建築学委
員会に記載

土木工学・建
築学委員会に
記載

土木工学・建築
学委員会に記載

これからの心理教育
プログラムを展開す
るために必要な教
育・資格・学術行政
に係る審議に関する
こと

２５名以内の
会員又は連携
会員

平成30年3月30
日～平成32年9
月30日

情報学委員会に記載 情報学委員会
に記載

情報学委員会に
記載

統合生物学委員会に
記載

統合生物学委
員会に記載

統合生物学委員
会に記載

心理学・教育学委員会
排除・包摂と教育分科
会

心理学・教育学委員会
健康・医療と心理学分
科会

心理学・教育学委員会
脳と意識分科会

心理学・教育学委員
会・臨床医学委員会・
健康・生活科学委員
会・環境学委員会・土
木工学・建築学委員会
合同子どもの成育環境
分科会
心理学・教育学委員会
心理教育プログラム検
討分科会

心理学・教育学委員
会・情報学委員会合同
教育データ利活用分科
会

心理学・教育学委員
会・基礎生物学委員
会・統合生物学委員会
合同行動生物学分科会

心理学・教育学委員会
実験社会科学分科会

心理学・教育学委員会
教育学分野の参照基準
検討分科会



社会学委員会 １．「フュー
チャー・ソシオロ
ジー」の下位領域そ
れぞれにおける学問
領域をさらに充実さ
せること
２． 学問領域
「フューチャー・ソ
シオロジー」を広め
るためのシンポジウ
ムなど多様な方策
に係る審議に関する
こと

15名以内の会
員又は連携会
員

平成29年10月4
日～平成32年9
月30日

社会的紐帯が弱い人
に対する支援体制に
ついての審議に関す
ること

20名以内の会
員又は連携会
員

平成29年10月30
日～平成32年9
月30日

社会的包摂に関連す
る概念や政策の審議
に関すること

20名以内の会
員又は連携会
員

平成29年10月30
日～平成32年9
月30日

質の高い社会調査を
実施できる環境整備
と調査データの有効
活用のための方策の
審議に関すること

20名以内の会
員又は連携会
員

平成29年10月30
日～平成32年9
月30日

１．日本における
ジェンダー政策につ
いて国際比較も含め
ての検討
２．ジェンダー政策
をめぐる政策評価に
ついての調査研究を
進め、提言を作成す
ること
に係る審議に関する
こと

15名以内の会
員又は連携会
員

平成29年10月30
日～平成32年9
月30日

１．大震災の被害・
影響の社会的構造と
特質について
２．復興政策の検証
とその見直し・刷新
について
３．震災被害からの
復興と生活再建・地
域再生について
４．震災の経験を踏
まえた社会学の課題
について
に係る審議に関する
こと

15名以内の会
員又は連携会
員

平成29年10月30
日～平成32年9
月30日

社会学委員会東日本大
震災後の社会的モニタ
リングと復興の課題検
討分科会

社会学委員会社会福祉
学分科会

社会学委員会社会統計
調査アーカイヴ分科会

社会学委員会・経済学
委員会合同包摂的社会
政策に関する多角的検
討分科会

社会学委員会フュー
チャー・ソシオロジー
分科会

社会学委員会ジェン
ダー政策分科会



１．「グローバリ
ゼーション」概念、
「コミュニティ」概
念、「近代化」「後
期近代化」概念な
ど、社会理論の核と
なってきた諸概念及
び理論についての再
検討、再構築
２．社会学の「越
境」
に係る審議に関する
こと

20名以内の会
員又は連携会
員

平成29年11月24
日～平成32年9
月30日

１．メディアと現代
文化をめぐる新興の
諸領域と既存の諸領
域を結びつける学術
的な基盤
２．新たなメディア
の時代のジャーナリ
ズム
に係る審議に関する
こと

10名以内の会
員又は連携会
員

平成29年11月24
日～平成32年9
月30日

１．ジェンダー学の
批判的検討
２．現代社会分析に
対してジェンダー学
がなしうる貢献の検
討
３．ジェンダー学へ
の各専門分野の連携
可能性についての検
討
に係る審議に関する
こと

20名以内の会
員又は連携会
員

平成29年11月24
日～平成32年9
月30日

１．情報技術の展開
による社会システム
及び社会関係資本の
変容
２．本テーマに関す
る研究及び社会政策
発展のための教育体
制
３．本テーマに関す
る啓発及び社会的提
言
に係る審議に関する
こと

10名以内の会
員又は連携会
員

平成29年11月24
日～平成32年9
月30日

１．Ｗｅｂ調査の在
り方についての学術
的観点からの吟味
２．Ｗｅｂ調査の有
効活用の方策
に係る審議に関する
こと

15名以内の会
員又は連携会
員

平成29年11月24
日～平成32年9
月30日

社会学委員会Ｗｅｂ調
査の課題に関する検討
分科会

社会学委員会社会理論
分科会

社会学委員会メディ
ア・文化研究分科会

社会学委員会ジェン
ダー研究分科会

社会学委員会情報と社
会変容分科会



１． 社会学個別課
題研究の連携
２． 日本学術会議
（社会学委員会）と
関連学協会との連携
３． 社会学研究の
学際化
４． 社会学研究の
国際化
５． 日本学術会議
（社会学委員会）の
社会的認知の向上
６． 社会学におけ
る研究倫理
７． 社会学におけ
る若手研究者支援
８． 社会学の高校
教育への導入
に係る審議に関する
こと

15名以内の会
員又は連携会
員

平成29年11月24
日～平成32年9
月30日

史学委員会 １．中学校・高校・
大学等の歴史教育を
めぐる諸問題とその
学術的背景の検討
２．歴史教育の中高
大連携問題
３．提言の創出
に係る審議に関する
こと

20名以内の会
員又は連携会
員

平成29年10月4
日～平成32年9
月30日

１．国際科学史・科
学基礎論連合（ＩＵ
ＨＰＳＴ）への対応
２．当該関連の国内
研究教育振興
に係る審議に関する
こと

15名以内の会
員又は連携会
員

平成29年10月30
日～平成32年9
月30日

１．学芸員制度の見
直しおよび博物館法
の改正へむけて、学
協会と合同で実施す
るシンポジウムを踏
まえ、前期の提言を
さらに深める検討。
２．美術館の財政面
の諸問題、および博
物館・美術館の社会
における有用性など
についての検討
に係る審議に関する
こと

20名以内の会
員又は連携会
員

平成29年10月30
日～平成32年9
月30日

社会学委員会新しい社
会的課題の解決に関す
る総合的検討分科会

史学委員会博物館・美
術館等の組織運営に関
する分科会

史学委員会ＩＵＨＰＳ
Ｔ分科会

史学委員会中高大歴史
教育に関する分科会



科学・技術の社会に
おける展開とその諸
問題を歴史的理論的
に解析し、必要な対
策等の諸問題を審議
すること

15名以内の会
員又は連携会
員

平成29年10月30
日～平成32年9
月30日

アジア研究の深化・
充実と対アジア関係
の発展をめぐる諸課
題の検討、必要な対
策等の審議に関する
こと

25名以内の会
員又は連携会
員

平成29年10月30
日～平成32年9
月30日

文化財の未来への確
実な継承を実現する
ために、その保護と
活用のあり方につい
ての審議に関するこ
と

20名以内の会
員又は連携会
員

平成29年10月30
日～平成32年9
月30日

１．被災文書の復旧
とその後の復興につ
いて
２．アーカイブズ制
度の改善に向けて
３．日本学術会議
アーカイブズの構築
とその保存・管理・
公について
に係る審議に関する
こと

15名以内の会
員又は連携会
員

平成29年10月30
日～平成32年9
月30日

１．国際歴史学会議
の運営
２．国際歴史学会議
の研究活動
３．日韓歴史家会議
の運営及び研究活動
４．歴史学の国際交
流
５．若手研究者の国
際交流の促進
に係る審議に関する
こと

15名以内の会
員又は連携会
員

平成29年11月24
日～平成32年9
月30日

１．現在の歴史教育
を取り巻く制度的問
題
２．グローバル化時
代における歴史認
識・歴史教育のあり
方
に係る審議に関する
こと

25名以内の会
員又は連携会
員

平成29年11月24
日～平成32年9
月30日

史学委員会科学・技術
の歴史的理論的社会的
検討分科会

史学委員会文化財の保
護と活用に関する分科
会

言語・文学委員会・哲
学委員会・史学委員
会・
地域研究委員会合同ア
ジア研究・対アジア関
係に関する分科会

史学委員会歴史資料の
保存・管理と公開に関
する分科会

史学委員会歴史認識・
歴史教育に関する分科
会

史学委員会国際歴史学
会議等分科会



１．新たな高校歴史
科目へのジェンダー
視点導入のあり方
２．ジェンダー史の
視座の必要性に関す
る学際的な検討
に係る審議に関する
こと

20名以内の会
員又は連携会
員

平成29年11月24
日～平成32年9
月30日

地域研究委員
会

１．新しい時代に相
応しい初等中等教
育、高等教育、生涯
教育における地理教
育の内容と教育体制
の改善
２．文理融合教育普
及のための地理学及
び隣接諸分野との協
働の推進
に係る審議に関する
こと

30名以内の会
員又は連携会
員

平成29年10月4
日～平成32年9
月30日

地域研究委員会・
地球惑星科学委員
会合同地理教育分
科会学校地理教育
小委員会

１．新しい時代に相
応しい初等中等教育
における地理教育の
内容と教育体制の改
善
２．大学・学協会が
連携した初等中等教
育における教育現場
教員の研修実施体制
の検討
に係る審議に関する
こと

２５名以内の
会員又は連携
会員若しくは
会員又は連携
会員以外の者

平成30年2月22
日～平成32年9
月30日

地域研究委員会・
地球惑星科学委員
会合同地理教育分
科会自然地理学・
環境防災教育小委
員会

１．自然地理学・環
境防災教育の現状・
課題の整理
２．学校教育現場に
おける自然地理学、
環境防災教育の充実
に係る審議に関する
こと

２０名以内の
会員又は連携
会員若しくは
会員又は連携
会員以外の者

平成30年2月22
日～平成32年9
月30日

史学委員会歴史学と
ジェンダーに関する分
科会

地域研究委員会・地球
惑星科学委員会合同地
理教育分科会



地域研究委員会・
地球惑星科学委員
会合同地理教育分
科会大学地理教育
小委員会

１．大学での多様な
機会での地理学学修
の有用性と、社会で
求められる実践力へ
の貢献などの大学地
理教育の課題につい
ての検討
２．シンポジウムな
どの開催
３．これら課題への
対応を広く学界に問
う
に係る審議に関する
こと

１５名以内の
会員又は連携
会員若しくは
会員又は連携
会員以外の者

平成30年2月22
日～平成32年9
月30日

地域研究委員会・
地球惑星科学委員
会合同地理教育分
科会地誌・国際理
解教育小委員会

１．現代的要請に応
えた地誌教育の本質
２．現代的要請に応
えた地誌教育の構成
や内容
３．現代的要請に応
えた地誌教育の担い
手の養成
に係る審議に関する
こと

１５名以内の
会員又は連携
会員若しくは
会員又は連携
会員以外の者

平成30年2月22
日～平成32年9
月30日

地域研究委員会・
地球惑星科学委員
会合同地理教育分
科会地図／ＧＩＳ
教育小委員会

１．地図/GIS教育推
進のためのカリキュ
ラムや教育内容の検
討
２．教員養成カリ
キュラムの改善と教
員研修体制の在り方
に係る審議に関する
こと

２５名以内の
会員又は連携
会員若しくは
会員又は連携
会員以外の者

平成30年2月22
日～平成32年9
月30日



１．地球環境変化の
人間的側面(HD)に関
る研究・教育の深
化、振興、普及およ
び社会貢献（提言の
取りまとめ等）
２．Future Earthお
よびSDGsにおけるHD
的研究の推進と強化
（シンポジウムの開
催等）
３．関連する委員会
やプロジェクト等と
の連携・調整
に係る審議に関する
こと

25名以内の会
員又は連携会
員

平成29年10月30
日～平成32年9
月30日

地域研究委員会・
環境学委員会・地
球惑星科学委員会
合同地球環境変化
の人間的側面（Ｈ
Ｄ）分科会ＫＬａ
ＳｉＣａ小委員会

１．ＫＬａＳｉＣａ
研究の推進と広報
２．ＫＬａＳｉＣａ
の国際的連繋（含
Future Earthとの連
携）と国内関連学会
との連携
３．ＫＬａＳｉＣａ
国際事務局等（＠Ｉ
ＩＡＳ・ドイツ）と
の具体的な共同作業
４．その他ＫＬａＳ
ｉＣａの活動への協
力、支援、助言、わ
が国からの参加の促
進
に係る審議に関する
こと

１５名以内の
会員又は連携
会員若しくは
会員又は連携
会員以外の者

平成30年4月26
日～平成32年9
月30日

地域研究に関する研
究・教育機関の発展
方策及び国際連携の
あり方に係る審議に
関すること

30名以内の会
員又は連携会
員

平成29年10月30
日～平成32年9
月30日

国内外の多様な地域
情報の分析に基づく
社会に向けた適切な
情報発信のあり方な
どに係る審議に関す
ること

20名以内の会
員又は連携会
員

平成29年10月30
日～平成32年9
月30日

地域研究委員会地
域情報分科会地域
の知小委員会

「地域の知」の構
築・共有・実践のた
めの情報基盤の形成
や実現のための推進
戦略の審議に関する
こと

２０名以内の
会員、連携会
員又は会員若
しくは連携会
員以外の者

平成30年5月31
日～平成32年9
月30日

地域研究委員会地域情
報分科会

地域研究委員会・環境
学委員会・地球惑星科
学委員会合同地球環境
変化の人間的側面
(HD) 分科会

地域研究委員会地域研
究基盤強化分科会



１．地域が抱えるさ
まざまな課題への解
決策
２．今後の国土政策
のあり方
に係る審議に関する
こと

25名以内の会
員又は連携会
員

平成29年10月30
日～平成32年9
月30日

高等学校社会科新科
目への文化人類学か
らの貢献に係る審議
に関すること

26名以内の会
員又は連携会
員

平成29年10月30
日～平成32年9
月30日

義務教育以降の外国
籍生徒の教育に係る
審議に関すること

20名以内の会
員又は連携会
員

平成29年10月30
日～平成32年9
月30日

１．地域およびその
振興策のあり方
２．地域の実情を深
く理解した人材の育
成等に向けた課題
に係る審議に関する
こと

20名以内の会
員又は連携会
員

平成29年10月30
日～平成32年9
月30日

史学委員会に記載 史学委員会に
記載

史学員会に記載言語・文学委員会・哲
学委員会・史学委員
会・
地域研究委員会合同ア
ジア研究・対アジア関
係に関する分科会

地域研究委員会地域学
分科会

地域研究委員会文化人
類学分科会

地域研究委員会多文化
共生分科会

地域研究委員会人文・
経済地理学分科会



１．ヨーロッパ、ア
ジア地域、及び地域
統合を研究する研究
者の理論構築と問題
克服、政策提言の場
とし、２１世紀の地
域統合研究を発展さ
せる基盤づくりにつ
いて検討すること
２．地域統合の学術
的・政治経済的・制
度的・社会的発展に
向け、理論的現実的
課題を整理し、具体
的提言を行うこと
３．欧州・アジアな
ど各地域の学術団体
とも共同しつつ、
国際的ネットワーク
を構築し、共同で理
論研究・政策研究の
可能性を検討し、日
本学術会議の存在を
示す活動を行うこと
に係る審議に関する
こと

20名以内の会
員又は連携会
員

平成29年11月24
日～平成32年9
月30日

１．アジア学術ネッ
トワークの拡大
２．知的リーダー養
成
３．ネットワーク形
成と、現実諸問題の
分析と提言
４．若手研究者の育
成
に係る審議に関する
こと

20名以内の会
員又は連携会
員

平成29年11月24
日～平成32年9
月30日

１．歴史的遺物返還
に向けての問題の検
討
２．提言の作成
に係る審議に関する
こと

１５名以内の
会員又は連携
会員

平成29年12月22
日～平成32年9
月30日

法学委員会 グローバル化が一層
進行する将来におけ
る日本法及び日本の
法学のあり方並びに
そのために必要な施
策に係る審議に関す
ること

30名以内の会
員又は連携会
員

平成29年10月30
日～平成32年9
月30日

地域研究委員会地域統
合分科会

地域研究委員会歴史的
遺物返還に関する検討
分科会

地域研究委員会アジア
の地域協力の学術的
ネットワーク構築分科
会

法学委員会「グローバ
ル化と法」分科会



１．ジェンダー法学
教育・ジェンダー法
研究者育成の課題
２．ジェンダー法研
究方法論の検討
３．学術分野とジェ
ンダー
に係る審議に関する
こと

２５名以内の
会員または連
携会員

平成29年10月30
日～平成32年9
月30日

ＩＴ社会を適切に根
付かせるために、法
がなすべき役割に係
る審議に関すること

15名以内の会
員又は連携会
員

平成29年10月30
日～平成32年9
月30日

１．人文・社会科学
を含む学術の振興
２．学術の成果・知
見の政策への反映の
あり方
３．研究の質の評価
基準・手続
４．大学その他の研
究組織のガバナンス
５．軍事と学術の関
係
６．法科大学院制度
および法学研究者養
成のあり方
７．上記の課題に関
する今後の日本の法
制のあり方
に係る審議に関する
こと

15名以内の会
員又は連携会
員

平成29年10月30
日～平成32年9
月30日

１．第23期に出した
提言のフォローアッ
プ
２．各種調査・ヒア
リング
３．国際比較
４．政策提言の作成
に係る審議に関する
こと

２５名以内の
会員又は連携
会員

平成29年10月30
日～平成32年9
月30日

１．「市民性教育」
として法学教育シス
テムを構築するため
の課題・条件等
２．国際比較調査等
に係る審議に関する
こと

２５名以内の
会員又は連携
会員

平成29年10月30
日～平成32年9
月30日

法学委員会社会と教育
におけるLGBTIの権利
保障分科会

法学委員会「市民性」
涵養のための法学教育
システム構築分科会

法学委員会「学術と
法」分科会

法学委員会ジェンダー
法分科会

法学委員会ＩＴ社会と
法分科会



１．行政法、民事実
体法、民事手続法、
保険法など
２．都市計画、土木
建築、交通システム
など
３．その他（参加者
の関心に合わせて、
適宜、追加的に問題
を取り上げる）
に係る審議に関する
こと

15名以内の会
員又は連携会
員

平成29年10月30
日～平成32年9
月30日

１．不平等・格差社
会の諸相
２．社会保障理念の
変容
３．労働法と社会保
障法の連携
４．生涯を通じた医
療・介護保障のあり
方
５．「ベーシック・
インカム」論
などに係る審議に関
すること

１４名以内の
会員および連
携会員

平成29年10月30
日～平成32年9
月30日

政治学委員会 １．個人と社会のあ
るべき関係など政治
現象に関する思想的
課題
２．高等教育機関及
び地域・社会におけ
る政治思想・政治史
教育のあり方
に係る審議に関する
こと

10名以内の会
員又は連携会
員

平成29年10月30
日～平成32年9
月30日

１．先進諸国におけ
る政治経済の危機を
もたらした背景を探
り、デモクラシーの
持続を可能とするた
めの諸条件を提示す
ること
２．先進諸国および
中進国における経済
成長のスローダウン
を打開しうる政治の
あり方を示し、報告
すること
に係る審議に関する
こと

11名以内の会
員又は連携会
員

平成29年10月30
日～平成32年9
月30日

政治学委員会比較政治
分科会

政治学委員会政治思
想・政治史分科会

法学委員会大規模災害
と法分科会

法学委員会「セーフ
ティ・ネットのあり方
を考える」分科会



政治学委員会比較
政治分科会社会的
投資政策研究小委
員会

１．各国実態調査に
より経済成長やデモ
クラシーの質への社
会的投資政策の影響
を分析
２．日本への示唆の
検討
に係る審議に関する
こと

７名以内の会
員又は連携会
員若しくは会
員又は連携会
員以外の者

平成30年4月26
日～平成32年9
月30日

１．公開シンポジウ
ム
２．政府への提言・
報告、記録等
３．その他
に係る審議に関する
こと

10名以内の会
員又は連携会
員

平成29年10月30
日～平成32年9
月30日

１．グローバルな対
立や紛争といった国
際政治的課題
２．高等教育機関及
び地域・社会におけ
る国際政治教育のあ
り方
に係る審議に関する
こと

10名以内の会
員又は連携会
員

平成29年10月30
日～平成32年9
月30日

１．若年層の投票率
向上のための方策
２．議院内閣制の現
状とそのあるべき姿
に係る審議に関する
こと

10名以内の会
員又は連携会
員

平成29年10月30
日～平成32年9
月30日

経済学委員会 １．IEA世界大会の
支援
２．円卓会議などの
主催
３．日本における経
済学研究の国際発信
の支援
に係る審議に関する
こと

10名以内の会
員又は連携会
員

平成29年10月30
日～平成32年9
月30日

１．IEHAの運営、特
に世界経済史会議の
運営
２．日本と世界にお
ける経済史研究の発
展のための施策等
に係る審議に関する
こと

10名以内の会
員又は連携会
員

平成29年10月30
日～平成32年9
月30日

政治学委員会行政学・
地方自治分科会

政治学委員会国際政治
分科会

政治学委員会政治過程
分科会

経済学委員会IEA分科
会

経済学委員会IEHA分科
会



１．個々の参加者に
よる研究報告
２．シンポジウムの
開催
３．政策提言
に係る審議に関する
こと

15名以内の会
員および連携
会員

平成29年10月30
日～平成32年9
月30日

１．応用計量経済分
析者および手法開発
者を対象としたチュ
トリアルセッション
２．計量・統計理論
のシンポジウム等の
開催
３．実際の実証分析
を行う上で必要にな
る政府統計の利用環
境の改善などに関し
ての政策提言
に係る審議に関する
こと

18名以内の会
員又は連携会
員

平成29年10月30
日～平成32年9
月30日

開発途上国の持続的
な経済発展と貧困削
減に向けて必要な開
発戦略に係る審議に
関すること

15名以内の会
員又は連携会
員

平成29年10月30
日～平成32年9
月30日

持続可能な社会のデ
ザイン（フュー
チャー・デザイン）
のため、何が求めら
れているのか、従来
の研究はどうなって
いるのか、課題は何
か、どのような研究
をすべきなのかに係
る審議に関すること

20名以内の会
員又は連携会
員

平成29年10月30
日～平成32年9
月30日

社会学委員会に記載 社会学委員会
に記載

社会学委員会に
記載

１．個々の参加者に
よる研究報告
２．シンポジウムの
開催
３．政策提言
に係る審議に関する
こと

15名以内の会
員又は連携会
員

平成29年11月24
日～平成32年9
月30日

経済学委員会数量的経
済・政策分析分科会

社会学委員会・経済学
委員会合同包摂的社会
政策に関する多角的検
討分科会

経済学委員会・環境学
委員会合同フュー
チャー・デザイン分科
会

経済学委員会持続的発
展のための制度設計分
科会

経済学委員会ワークラ
イフバランス研究分科
会

経済学委員会国際開発
研究分科会



経営学委員会 １．経営系専門職大
学院に対するわが国
の認証制度、認証基
準
２．ビジネススクー
ルに対する海外の認
証制度、認証基準
３．両者の考え方の
違い並びに整合を取
る上での工夫
４．国際通用性を確
保に向けたわが国の
認証制度の変革
に係る審議に関する
こと

14名以内の会
員又は連携会
員

平成29年10月30
日～平成31年9
月30日

１．経営学・会計学
の領域で行われてい
る採用・昇格におけ
る業績評価の仕方の
調査・検討に係る審
議
２．「設置目的」で
示した問題意識か
ら、あるべき評価方
法の提示
に係る審議に関する
こと

13名以内の会
員又は連携会
員

平成29年10月30
日～平成32年9
月30日

経営学領域における
優れた研究の在り
方、若手研究者の在
り方、およびその育
成方法に係る審議に
関すること

15名以内の会
員または連携
会員

平成29年10月30
日～平成32年9
月30日

１．地域を経営する
ための具体的なプロ
セス
２．固有の資源を活
かした地域の運営方
法
３．地域の経営を担
う人材の育成方法
に係る審議に関する
こと

１０名以内の
会員又は連携
会員

平成29年11月24
日～平成32年9
月30日

総合工学委員会に記
載

総合工学委員
会に記載

総合工学委員会
に記載

経営学委員会・総
合工学委員会合同
サービス学分科会
社会におけるサー
ビス学の役割とそ
の振興に関する小
委員会

総合工学委員会に記
載

総合工学委員
会に記載

総合工学委員会
に記載

経営学委員会経営学に
おける若手研究者の育
成に関する分科会

経営学委員会地域経営
学に関する分科会

経営学委員会経営学大
学院における認証評価
の国際通用性に関する
分科会

経営学委員会経営学分
野における研究業績の
評価方法を検討する分
科会

経営学委員会・総合工
学委員会合同サービス
学分科会



経営学委員会・総
合工学委員会合同
サービス学分科会
サービス学の教育
実装に関する小委
員会

総合工学委員会に記
載

総合工学委員
会に記載

総合工学委員会
に記載

基礎生物学委
員会

動物科学分野の学協
会等との連絡・連
携、及び当該分野の
発展を期すための調
査審議並びに情報発
信

20名以内の会
員又は連携会
員

平成29年10月4
日～平成32年9
月30日

細胞生物学に関わる
学術の発展、関連す
る学常会及び研究者
との連絡・連携、並
びに情報発信に関す
ること

20名以内の会
員又は連携会
員

平成29年10月4
日～平成32年9
月30日

統合生物学委員会に
記載

統合生物学委
員会に記載

統合生物学委員
会に記載

植物科学分野の学協
会等との連絡・連
携、及び当該分野の
発展を期すための調
査審議ならびに情報
発信に関すること

30名以内の会
員又は連携会
員

平成29年10月30
日～平成32年9
月30日

分子生物学分野の学
協会等の連絡・連
携、及び当該分野の
発展を期すための調
査審議並びに情報発
信に関すること

20名以内の会
員又は連携会
員

平成29年10月30
日～平成32年9
月30日

生物科学分野の学協
会等との連絡・連
携、及び当該分野の
発展を期すための調
査審議ならびに情報
発信に関すること

25名以内の会
員又は連携会
員

平成29年10月30
日～平成32年9
月30日

基礎生物学委員
会・統合生物学委
員会合同生物科学
分野教育用語検討
小委員会

高等学校等の中等教
育の現場で用いられ
る生物科学分野の用
語について、教科書
等における使用実態
の把握及び標準化に
係る審議に関するこ
と

１０名以内の
会員若しくは
連携会員又は
会員若しくは
連携会員以外
の者

平成30年8月22
日～平成32年9
月30日

1.遺伝資源の整備活
用方策の検討
2.名古屋議定書にお
ける遺伝資源の取り
扱いの検討
に係る審議に関する
こと

10名以内の会
員又は連携会
員

平成29年10月30
日～平成32年9
月30日

基礎生物学委員会・統
合生物学委員会・農学
委員会合同植物科学分
科会

基礎生物学委員会・統
合生物学委員会・農学
委員会・基礎医学委員
会合同遺伝資源分科会

統合生物学委員会・基
礎生物学委員会・地球
惑星科学委員会会合同
自然史・古生物学分科
会

基礎生物学委員会・統
合生物学委員会合同細
胞生物学分科会

基礎生物学委員会・統
合生物学委員会・基礎
医学委員会合同分子生
物学分科会

基礎生物学委員会・統
合生物学委員会合同動
物科学分科会

基礎生物学委員会・統
合生物学委員会合同生
物科学分科会



海洋生物学分野の学
協会等との連絡・連
携、及び当該分野の
発展を期すための調
査審議ならびに情報
発信に関すること

20名以内の会
員又は連携会
員

平成29年10月30
日～平成32年9
月30日

統合生物学委員会に
記載

統合生物学委
員会に記載

統合生物学委員
会に記載

生物物理学分野の学
協会等の連絡・連
携、及び当該分野の
発展を期すための調
査審議並びに情報発
信に係る審議に関す

30名以内の会
員又は連携会
員

平成29年10月30
日～平成32年9
月30日

統合生物学委員会に
記載

統合生物学委
員会に記載

統合生物学委員
会に記載

１．国際的科学プロ
グラムへの貢献、提
案
２．国内関連学会へ
の周知と連携の方策
に係る審議に関する
こと

10名以内の会
員又は連携会
員

平成29年11月24
日～平成32年9
月30日

国際純粋・応用生物
物理学連合（ＩＵＰ
ＡＢ）への対応に関
すること

5名以内の会
員又は10名以
内の連携会員

平成29年11月24
日～平成32年9
月30日

農学委員会に記載 農学委員会に
記載

農学委員会に記
載

統合生物学委員会に
記載

統合生物学委
員会に記載

統合生物学委員
会に記載

統合生物学委員会に
記載

統合生物学委
員会に記載

統合生物学委員
会に記載

統合生物学委員会に
記載

統合生物学委
員会に記載

統合生物学委員
会に記載

基礎医学委員会に記
載

基礎医学委員
会に記載

基礎医学委員会
に記載

基礎生物学委員会・統
合生物学委員会合同ワ
イルドライフサイエン
ス分科会

基礎生物学委員会・統
合生物学委員会合同生
物物理学分科会

基礎生物学委員会・統
合生物学委員会合同海
洋生物学分科会

基礎生物学委員会・農
学委員会・食料科学委
員会・基礎医学委員
会・臨床医学委員会合
同ＩＵＭＳ分科会

基礎生物学委員会・統
合生物学委員会合同進
化学分科会

基礎生物学委員会・統
合生物学委員会合同生
態科学分科会

基礎生物学委員会・統
合生物学委員会・食料
科学委員会・基礎医学
委員会・臨床医学委員
会・薬学委員会合同実
験動物分科会

基礎生物学委員会・統
合生物学委員会合同自
然人類学分科会

心理学・教育学委員
会・基礎生物学委員
会・統合生物学委員会
合同行動生物学分科会

基礎生物学委員会ＩＵ
ＢＳ分科会

基礎生物学委員会・統
合生物学委員会合同Ｉ
ＵＰＡＢ分科会



統合生物学委員会に
記載

統合生物学委
員会に記載

統合生物学委員
会に記載

遺伝学分野の学協会
との連絡や連携、遺
伝学分野の発展を期
すための調査と審
議、並びに社会への
情報発信に関するこ
と

２０名以内の
会員又は連携
会員

平成29年12月22
日～平成32年9
月30日

発生生物学分野の学
協会等の連絡・連
携、及び当該分野の
発展を期すための調
査審議並びに情報発
信に関すること

２０名以内の
会員又は連携
会員

平成29年12月22
日～平成32年9
月30日

１．新規微生物の発
見
２．微生物の増殖・
生活環に関する研究
展開
３．微生物の新たな
能力開発
４．微生物と宿主と
の関わり合い
に係る審議に関する
と

２０名以内の
会員又は連携
会員

平成29年12月22
日～平成32年9
月30日

ゲノム科学の推進に
ついて関連学協会と
連携して検討し、あ
わせてゲノム科学と
社会との接点につい
ての調査・審議に関
すること

２０名以内の
会員又は連携
会員

平成29年12月22
日～平成32年9
月30日

１．生物リズム研究
に関する学術事項
２．生物リズム・睡
眠研究成果の社会還
元と国民の健康増進
に係る審議に関する
こと

２０名以内の
会員又は連携
会員

平成29年12月22
日～平成32年9
月30日

統合生物学委
員会

1.研究環境に関する
調査と課題克服のた
めの方向性
２．後継者育成に関
する調査と課題克服
のための方向性
に係る審議に関する
こと

20名以内の会
員又は連携会
員

平成29年10月4
日～平成32年9
月30日

統合生物学委員会・基
礎生物学委員会・地球
惑星科学委員会会合同
自然史・古生物学分科
会

基礎生物学委員会・統
合生物学委員会・農学
委員会・基礎医学委員
会・薬学委員会・情報
学委員会合同バイオイ
ンフォマティクス分科
会

基礎生物学委員会・基
礎医学委員会・臨床医
学委員会合同生物リズ
ム分科会

基礎生物学委員会・統
合生物学委員会合同遺
伝学分科会

基礎生物学委員会・統
合生物学委員会合同発
生生物学分科会

基礎生物学委員会・統
合生物学委員会・農学
委員会・基礎医学委員
会・
臨床医学委員会合同総
合微生物科学分科会

基礎生物学委員会・統
合生物学委員会・基礎
医学委員会合同ゲノム
科学分科会



基礎生物学委員会に
記載

基礎生物学委
員会に記載

基礎生物学委員
会に記載

基礎生物学委員会に
記載

基礎生物学委
員会に記載

基礎生物学委員
会に記載

基礎生物学委員会に
記載

基礎生物学委
員会に記載

基礎生物学委員
会に記載

基礎生物学委員会に
記載

基礎生物学委
員会に記載

基礎生物学委員
会に記載

基礎生物学委員会に
記載

基礎生物学委
員会に記載

基礎生物学委員
会に記載

基礎生物学委員
会・統合生物学委
員会合同生物科学
分野教育用語検討
小委員会

基礎生物学委員会に
記載

基礎生物学委
員会に記載

基礎生物学委員
会に記載

基礎生物学委員会に
記載

基礎生物学委
員会に記載

基礎生物学委員
会に記載

基礎生物学委員会に
記載

基礎生物学委
員会に記載

基礎生物学委員
会に記載

基礎生物学委員会に
記載

基礎生物学委
員会に記載

基礎生物学委員
会に記載

1.生態科学の生命科
学との接点の充実の
施策
2.生態科学の環境科
学への貢献を推進す
る施策
に係る審議に関する
こと

18名以内の会
員又は連携会
員

平成29年10月30
日～平成32年9
月30日

仁減と野生動物との
調和的共存を図るた
めのワイルドライフ
サイエンスの確立と
その社会的普及に係
る審議に関すること

15名以内の会
員又は連携会
員

平成29年10月30
日～平成32年9
月30日

基礎生物学委員会に
記載

基礎生物学委
員会に記載

基礎生物学委員
会に記載

基礎生物学委員会・統
合生物学委員会合同ワ
イルドライフサイエン
ス分科会

基礎生物学委員会・統
合生物学委員会合同生
態科学分科会

基礎生物学委員会・統
合生物学委員会合同海
洋生物学分科会

基礎生物学委員会・統
合生物学委員会合同生
物物理学分科会

基礎生物学委員会・統
合生物学委員会・農学
委員会合同植物科学分
科会

基礎生物学委員会・統
合生物学委員会・基礎
医学委員会合同分子生
物学分科会

基礎生物学委員会・統
合生物学委員会合同Ｉ
ＵＰＡＢ分科会

基礎生物学委員会・統
合生物学委員会・農学
委員会・基礎医学委員
会合同遺伝資源分科会

基礎生物学委員会・統
合生物学委員会合同細
胞生物学分科会

基礎生物学委員会・統
合生物学委員会合同動
物科学分科会

基礎生物学委員会・統
合生物学委員会合同生
物科学分科会



進化学分野の学協会
等との連絡・連携、
及び当該分野の発展
を期すための調査審
議並びに情報発信に
関すること

15名以内の会
員又は連携会
員

平成29年11月24
日～平成32年9
月30日

１．自然人類学と総
合人類学との協力的
発展
２．類人猿から日本
列島人に至る進化の
統一的理解
３．古代人に学ぶ健
康な食育の推進
に係る審議に関する
こと

18名以内の会
員又は連携会
員

平成29年11月24
日～平成32年9
月30日

１．国民の科学リテ
ラシー向上と行動生
物学
２．行動生物学にお
ける新技術
３．学際的交流と行
動生物学
に係る審議に関する
こと

18名以内の会
員又は連携会
員

平成29年11月24
日～平成32年9
月30日

基礎医学委員会に記
載

基礎医学委員
会に記載

基礎医学委員会
に記載

データベースなどの
基盤整備や人材育成
方策などバイオイン
フォマティクスの推
進方策に係る審議に
関すること

20名以内の会
員又は連携会
員

平成29年11月24
日～平成32年9
月30日

基礎生物学委員会に
記載

基礎生物学委
員会に記載

基礎生物学委員
会に記載

基礎生物学委員会に
記載

基礎生物学委
員会に記載

基礎生物学委員
会に記載

基礎生物学委員会に
記載

基礎生物学委
員会に記載

基礎生物学委員
会に記載

基礎生物学委員会・統
合生物学委員会・食料
科学委員会・基礎医学
委員会・臨床医学委員
会・薬学委員会合同実
験動物分科会

基礎生物学委員会・統
合生物学委員会合同自
然人類学分科会

心理学・教育学委員
会・基礎生物学委員
会・統合生物学委員会
合同行動生物学分科会

基礎生物学委員会・統
合生物学委員会合同遺
伝学分科会

基礎生物学委員会・統
合生物学委員会・農学
委員会・基礎医学委員
会・薬学委員会・情報
学委員会合同バイオイ
ンフォマティクス分科
会

基礎生物学委員会・統
合生物学委員会・農学
委員会・基礎医学委員
会・臨床医学委員会合
同総合微生物科学分科
会

基礎生物学委員会・統
合生物学委員会合同発
生生物学分科会

基礎生物学委員会・統
合生物学委員会合同進
化学分科会



基礎生物学委員会に
記載

基礎生物学委
員会に記載

基礎生物学委員
会に記載

環境学委員会に記載 環境学委員会
に記載

環境学委員会に
記載

農学委員会 持続可能な農業を目
指した植物保護科学
の審議に関すること

20名以内の会
員又は連携会
員

平成29年10月4
日～平成32年9
月30日

食料科学委員会に記
載

食料科学委員
会に記載

食料科学委員会
に記載

国際土壌科学連合
（IUSS)への対応に
関すること

5名以内の会
員及び10名以
内の連携会員

平成29年10月30
日～平成32年9
月30日

地球規模での農業生
産及び我が国におけ
る農業の問題点の把
握と解決方法の検
討、社会への発信に
関すること

20名以内の会
員又は連携会
員

平成29年10月30
日～平成32年9
月30日

農林水産分野の育種
に関する学協会等の
連絡・連携及び当該
分野の発展を期すた
めの調査、審議、情
報発信に関すること

20名以内の会
員又は連携会
員

平成29年10月30
日～平成32年9
月30日

食料科学委員会に記
載

食料科学委員
会に記載

食料科学委員会
に記載

1.「農業経済学教育
の在り方」（報告
等）の作成
2.その他、食料・農
業・農村に関わる諸
事項
に係る審議に関する
こと

20名以内の会
員又は連携会
員

平成29年10月30
日～平成32年9
月30日

統合生物学委員会・環
境学委員会合同自然環
境保全再生分科会

農学委員会植物保護科
学分科会

農学委員会・食料科学
委員会合同農芸化学分
科会

農学委員会農業経済学
分科会

農学委員会・食料科学
委員会・健康・生活科
学委員会合同IUNS分科
会

農学委員会・食料科学
委員会合同IUSS分科会

農学委員会農学分科会

農学委員会育種学分科
会

基礎生物学委員会・統
合生物学委員会・基礎
医学委員会合同ゲノム
科学分科会



1.農業気象環境の評
価・解明と地球規模
の問題への対応
2.気象災害防止およ
び生産環境の改良・
保全
3.生物（作物・植
物・動物）環境の最
適環境調節
4.次世代の生物環境
調節施設とPlant
Phenomics研究への
対応
5.植物工場、園芸施
設などの環境・エネ
ルギー問題への対応
に係る審議に関する
こと

20名以内の会
員又は連携会
員

平成29年10月30
日～平成32年9
月30日

1.「地域総合農学の
展望」（提言等）の
作成
2.その他、地域総合
農学関わる諸事項
に係る審議に関する
こと

20名以内の会
員又は連携会
員

平成29年10月30
日～平成32年9
月30日

基礎生物学委員会に
記載

基礎生物学委
員会に記載

基礎生物学委員
会に記載

基礎生物学委員会に
記載

基礎生物学委
員会に記載

基礎生物学委員
会に記載

林学分野の学協会と
の連絡・連携、森林
の持続的管理と生態
系サービス、林産物
の利用に関わる諸課
題に関する調査審議
並びに社会への情報
発信に関すること

20名以内の会
員又は連携会
員

平成29年10月30
日～平成32年9
月30日

応用昆虫学分野の課
題解決と研究教育基
盤の充実を図るため
の審議並びに情報発
信に関すること

20名以内の会
員又は連携会
員

平成29年10月30
日～平成32年9
月30日

土壌科学分野の学協
会等の連絡・連携及
び当該分野の発展を
期すための調査審議
並びに情報発信に関
すること

20名以内の会
員又は連携会
員

平成29年10月30
日～平成32年9
月30日

基礎生物学委員会・統
合生物学委員会・農学
委員会・基礎医学委員
会合同遺伝資源分科会

基礎生物学委員会・統
合生物学委員会・農学
委員会合同植物科学分
科会

農学委員会林学分科会

農学委員会農業生産環
境工学分科会

農学委員会地域総合農
学分科会

農学委員会応用昆虫学
分科会

農学委員会土壌科学分
科会



遺伝子組み換え作物
（食品）、ゲノム編
集技術を含む新しい
育種技術の問題点の
把握と科学者の立場
での解決方法の検
討、社会への発信に
関すること

20名以内の会
員又は連携会
員

平成29年10月30
日～平成32年9
月30日

1.日本における名古
屋議定書発効後の問
題点等の検討
2.議定書の適用範囲
等についての国際的
議論対応の検討
に係る審議に関する
こと

20名以内の会
員又は連携会
員

平成29年10月30
日～平成32年9
月30日

国際農業工学会（Ｃ
ＩＧＲ）への対応に
関すること

20名以内の会
員又は連携会
員

平成29年11月24
日～平成32年9
月30日

国際微生物学連合
（ＩＵＭＳ）への対
応に関すること

6名以内の会
員及び10名以
内の連携会員

平成29年11月24
日～平成32年9
月30日

食料科学委員会に記
載

食料科学委員
会に記載

食料科学委員会
に記載

統合生物学委員会に
記載

統合生物学委
員会に記載

統合生物学委員
会に記載

食料科学委員会に記
載

食料科学委員
会に記載

食料科学委員会
に記載

食料科学委員会に記
載

食料科学委員
会に記載

食料科学委員会
に記載

基礎生物学委員会に
記載

基礎生物学委
員会に記載

基礎生物学委員
会に記載

農学委員会・食料科学
委員会合同遺伝子組換
え作物分科会

農学委員会・食料科学
委員会合同東日本大震
災に係る食料問題分科
会

基礎生物学委員会・統
合生物学委員会・農学
委員会・基礎医学委員
会・臨床医学委員会合
同総合微生物科学分科
会

農学委員会・食料科学
委員会合同農学分野に
おける名古屋議定書関
連検討分科会

農学委員会・食料科学
委員会合同ＰＳＡ分科
会

農学委員会・食料科学
委員会合同農業情報シ
ステム学分科会

基礎生物学委員会・統
合生物学委員会・農学
委員会・基礎医学委員
会・薬学委員会・情報
学委員会合同バイオイ
ンフォマティクス分科
会

農学委員会・食料科学
委員会合同ＣＩＧＲ分
科会

基礎生物学委員会・農
学委員会・食料科学委
員会・基礎医学委員
会・臨床医学委員会合
同ＩＵＭＳ分科会



食料科学委員会に記
載

食料科学委員
会に記載

食料科学委員会
に記載

食料科学委員
会

水産学分野の学協会
等の連絡・連携及び
水産学分野の発展を
期すための調査審議
並びに情報発信に関
すること

20名以内の会
員又は連携会
員

平成29年10月4
日～平成32年9
月30日

国際栄養科学会議
ICN2021、IUNS関連
国際集会等の日本開
催及びIUNS本部との
連携に係る審議に関
すること

12名以内の会
員又は連携会
員

平成29年10月30
日～平成32年9
月30日

農学委員会に記載 農学委員会に
記載

農学委員会に記
載

新時代に対応した研
究・教育（国際化、
若手・女性研究者の
育成支援、共通カリ
キュラムの検討）に
係る審議に関するこ
と

20名以内の会
員又は連携会
員

平成29年10月30
日～平成32年9
月30日

薬学委員会に記載 薬学委員会に
記載

薬学委員会に記
載

農芸化学分野が直面
している各種課題、
研究成果の社会に向
けての発信内容や方
法に係る審議に関す
ること

15名以内の会
員又は連携会
員

平成29年10月30
日～平成32年9
月30日

農学委員会に記載 農学委員会に
記載

農学委員会に記
載

農学委員会に記載 農学委員会に
記載

農学委員会に記
載

農学委員会に記載 農学委員会に
記載

農学委員会に記
載

食料科学委員会・基礎
医学委員会・薬学委員
会合同トキシコロジー
分科会

農学委員会・食料科学
委員会合同農芸化学分
科会

農学委員会・食料科学
委員会合同遺伝子組換
え作物分科会

農学委員会・食料科学
委員会合同食の安全分
科会

農学委員会・食料科学
委員会・健康・生活科
学委員会合同IUNS分科
会

農学委員会・食料科学
委員会合同IUSS分科会

食料科学委員会畜産学
分科会

食料科学委員会水産学
分科会

農学委員会・食料科学
委員会合同ＣＩＧＲ分
科会

農学委員会・食料科学
委員会合同農学分野に
おける名古屋議定書関
連検討分科会



農学委員会に記載 農学委員会に
記載

農学委員会に記
載

基礎医学委員会に記
載

基礎医学委員
会に記載

基礎医学委員会
に記載

地域資源を活用した
農林水産業のイノ
ベーションを先導す
る農業情報システム
に関すること

20名以内の会
員又は連携会
員

平成29年11月24
日～平成32年9
月30日

東日本大震災に係る
食糧問題に関するこ
と

20名以内の会
員又は連携会
員

平成29年11月24
日～平成32年9
月30日

太平洋学術協会
（PSA）への対応に
関すること

20名以内の会
員又は連携会
員

平成29年11月24
日～平成32年9
月30日

１．獣医学分野の学
協会等との連絡・連
携の促進、及び当該
分野の研究・教育の
発展ひいては社会貢
献を期すための調査
審議並びに情報発信
２．科学と行政の橋
渡し
に係る審議に関する
こと

２０名以内の
会員又は連携
会員

平成29年12月22
日～平成32年9
月30日

１．食品科学、食品
衛生、家畜衛生、公
衆衛生などの自然科
学分野、社会システ
ムに関連する農業経
済、社会心理、法学
などの社会科学分野
と連携して、食の安
全に関する科学と社
会、科学と行政の有
効な連携が取れる方
策
２．食の安全問題に
関する政策への提言
に係る審議に関する
こと

２０名以内の
会員又は連携
会員

平成29年12月22
日～平成32年9
月30日

基礎生物学委員会・農
学委員会・食料科学委
員会・基礎医学委員
会・臨床医学委員会合
同ＩＵＭＳ分科会

農学委員会・食料科学
委員会合同食の安全分
科会

農学委員会・食料科学
委員会合同PSA分科会

食料科学委員会獣医学
分科会

基礎生物学委員会・統
合生物学委員会・食料
科学委員会・基礎医学
委員会・臨床医学委員
会・薬学委員会合同実
験動物分科会

農学委員会・食料科学
委員会合同農業情報シ
ステム学分科会

農学委員会・食料科学
委員会合同東日本大震
災に係る食料問題分科
会



基礎医学委員
会

形態、細胞生物医科
学の発展に向けた審
議に関すること

20名以内の会
員又は連携会
員

平成30年4月26
日～平成32年9
月30日

健康・生活科学委員
会に記載

健康・生活科
学委員会に記
載

健康・生活科学
委員会に記載

基礎生物学委員会に
記載

基礎生物学委
員会に記載

基礎生物学委員
会に記載

1.生理科学研究の国
際連携に関する学術
事項
2.国際学術団体であ
るIUPSへの対応
に係る審議に関する
こと

10名以内の会
員又は連携会
員

平成29年10月30
日～平成32年9
月30日

1.免疫基礎研究のあ
り方　　　　2.先駆
的医療開発研究のあ
り方
3.国際協力のあり方
4.人材育成の在り方
5.国内関連学協会連
携のあり方
に係る審議に関する
こと

30名以内の会
員又は連携会
員

平成29年10月30
日～平成32年9
月30日

1.人間総合科学とし
ての神経科学の推進
策について
2.神経科学における
国際連携体制の構築
について
3.融合科学としての
神経科学における人
材育成について
4.神経科学の成果を
国民に還元する活動
の推進について
に係る審議に関する
と

20名以内の会
員又は連携会
員

平成29年10月30
日～平成32年9
月30日

薬学委員会に記載 薬学委員会に
記載

薬学委員会に記
載

医学部出身研究者の
減少についてその現
状、問題点、対応策
を検討すること

20名以内の会
員又は連携会
員

平成29年10月30
日～平成32年9
月30日

基礎医学委員会・健
康・生活科学委員会合
同パブリックヘルス科
学分科会

食料科学委員会・基礎
医学委員会・薬学委員
会合同トキシコロジー
分科会

基礎医学委員会医学研
究者育成検討分科会

基礎生物学委員会・統
合生物学委員会・基礎
医学委員会合同分子生
物学分科会

基礎医学委員会IUPS分
科会

基礎医学委員会免疫学
分科会

基礎医学委員会神経科
学分科会

基礎医学委員会形態・
細胞生物医科学分科会



基礎生物学委員会に
記載

基礎生物学委
員会に記載

基礎生物学委員
会に記載

ＩＵＢＭＢへの参加
に関すること

4名以内の会
員又は連携会
員

平成29年11月24
日～平成32年9
月30日

薬理学・創薬科学に
関する学術事項に関
すること

25名以内の会
員又は連携会
員

平成29年11月24
日～平成32年9
月30日

１．国際実験動物科
学会議への対応
２．動物実験に係る
諸問題に対する国際
協調活動
に係る審議に関する
こと

10名以内の会
員又は連携会
員

平成29年11月24
日～平成32年9
月30日

農学委員会に記載 農学委員会に
記載

農学委員会に記
載

１．生理科学に関す
る学術事項
２．薬理学・創薬科
学に関する学術事項
に係る審議に関する
こと

25名以内の会
員又は連携会
員

平成29年11月24
日～平成32年9
月30日

１．病原体に係る教
育及び人材育成を含
む、病原体研究に係
る諸問題に関する事
項
２．病原体研究の連
携
に係る審議に関する
こと

25名以内の会
員又は連携会
員

平成29年11月24
日～平成32年9
月30日

基礎生物学委員会・統
合生物学委員会・農学
委員会・基礎医学委員
会合同遺伝資源分科会

基礎医学委員会病原体
学分科会

基礎医学委員会ＩＵＰ
ＨＡＲ分科会

基礎医学委員会ＩＣＬ
ＡＳ分科会

基礎生物学委員会・農
学委員会・食料科学委
員会・基礎医学委員
会・臨床医学委員会合
同ＩＵＭＳ分科会

基礎医学委員会機能医
科学分科会

基礎医学委員会ＩＵＢ
ＭＢ分科会



１．各領域における
実験動物を用いた研
究に関わる問題
２．実験動物を用い
た研究の振興に関す
る問題
３．実験動物を用い
た科学技術の発展と
社会情勢に関わる問
題
４．動物福祉及び動
物実験に関する法
令、指針等に関わる
問題
に係る審議に関する
こと

20名以内の会
員又は連携会
員

平成29年11月24
日～平成32年9
月30日

統合生物学委員会に
記載

統合生物学委
員会に記載

統合生物学委員
会に記載

総合工学委員会に記
載

総合工学委員
会に記載

総合工学委員会
に記載

臨床医学委員会に記
載

臨床医学委員
会に記載

臨床医学委員会
に記載

基礎生物学委員会に
記載

基礎生物学委
員会に記載

基礎生物学委員
会に記載

基礎生物学委員会に
記載

基礎生物学委
員会に記載

基礎生物学委員
会に記載

基礎生物学委員会に
記載

基礎生物学委
員会に記載

基礎生物学委員
会に記載

臨床医学委員
会

健康・生活科学委員
会に記載

健康・生活科
学委員会に記
載

健康・生活科学
委員会に記載

基礎生物学委員会・基
礎医学委員会・臨床医
学委員会合同生物リズ
ム分科会

基礎生物学委員会・統
合生物学委員会・農学
委員会・基礎医学委員
会・薬学委員会・情報
学委員会合同バイオイ
ンフォマティクス分科
会

基礎医学委員会・総合
工学委員会合同放射
線・放射能の利用に伴
う課題検討分科会

臨床医学委員会・健
康・生活科学委員会合
同生活習慣病対策分科
会

基礎生物学委員会・統
合生物学委員会・食料
科学委員会・基礎医学
委員会・臨床医学委員
会・薬学委員会合同実
験動物分科会

基礎生物学委員会・統
合生物学委員会・基礎
医学委員会合同ゲノム
科学分科会

基礎生物学委員会・統
合生物学委員会・農学
委員会・基礎医学委員
会・臨床医学委員会合
同総合微生物科学分科
会

基礎医学委員会・臨床
医学委員会合同法医学
分科会



発達障害児とその家
族へのエビデンスに
基づく支援サービス
の普及を阻害する諸
問題に関する検討
と、課題克服への提
言作成に関する審議

5名以内の会
員及び10名以
内の連携会員

平成29年10月30
日～平成32年9
月30日

1.臨床研究の推進・
強化のための方策
2.医療・医学分野の
特徴を踏まえた臨床
研究における包括的
な法の整備やシステ
ムの構築
に係る審議に関する
こと

20名以内の会
員又は連携会
員

平成29年10月30
日～平成32年9
月30日

今後の悪性腫瘍治療
の在り方に係る審議
に関すること

20名以内の会
員又は連携会
員

平成29年10月30
日～平成32年9
月30日

アディクションの実
態解明、病態解明、
予防・治療・復帰法
開発におけるアカデ
ミアの役割の審議に
関すること

25名以内の会
員又は連携会
員

平成29年10月30
日～平成32年9
月30日

農学委員会に記載 農学委員会に
記載

農学委員会に記
載

１．高齢化社会にお
ける新しい循環内分
泌代謝学の推進
２．循環内分泌代謝
疾患に関するデータ
ベースの構築など
に係る審議に関する
こと

15名以内の会
員又は連携会
員

平成29年11月24
日～平成32年9
月30日

１．脳とこころの研
究における人工知能
の活用
２．脳とこころの臨
床研究、基礎研究、
異分野研究との連携
３．若手研究者の人
材育成
に係る審議に関する
こと

20名以内の会
員又は連携会
員

平成29年11月24
日～平成32年9
月30日

臨床医学委員会アディ
クション分科会

基礎生物学委員会・農
学委員会・食料科学委
員会・基礎医学委員
会・臨床医学委員会合
同ＩＵＭＳ分科会

臨床医学委員会循環
器・内分泌・代謝分科
会

臨床医学委員会脳とこ
ころ分科会

臨床医学委員会腫瘍分
科会

臨床医学委員会出生・
発達分科会

臨床医学委員会臨床研
究分科会



基礎医学委員会に掲
載

基礎医学委員
会に記載

基礎医学委員会
に記載

臨床医学系、基礎医
学系、基礎生物系の
研究者と、老化及び
老年医学に係る審議
に関すること

20名以内の会
員又は連携会
員

平成29年11月24
日～平成32年9
月30日

１．脳死者からの臓
器提供システムを円
滑に進める方策
２．実用可能な再生
医療の定着に向けた
方策
に係る審議に関する
こと

15名以内の会
員又は連携会
員

平成29年11月24
日～平成32年9
月30日

土木工学・建築学委
員会に記載

土木工学・建
築学委員会に
記載

土木工学・建築
学委員会に記載

１．２３期の提言
「CTによる医療被ば
くの低減に関する提
言」と２２期の提言
「緊急被ばく医療に
対応できるアイソ
トープ内用療法拠点
の整備」の具体化
２．我が国発の最先
端医療機器・放射性
薬剤の研究開発
３．放射線医療の効
率的な運営とそれを
担う人材育成
４．臨床検査の効率
的な運営とそれを担
う人材育成
に係る審議に関する
こと

２０名以内の
会員又は連携
会員

平成29年12月22
日～平成32年9
月30日

臨床医学委員会移植・
再生医療分科会

基礎生物学委員会・統
合生物学委員会・食料
科学委員会・基礎医学
委員会・臨床医学委員
会・薬学委員会合同実
験動物分科会

臨床医学委員会老化分
科会

心理学・教育学委員
会・臨床医学委員会・
健康・生活科学委員
会・環境学委員会・土
木工学・建築学委員会
合同子どもの成育環境
分科会
臨床医学委員会放射
線・臨床検査分科会



１．２３期の報告
「子どもの放射線被
ばくの影響と今後の
課題－現在の科学的
知見を福島で生かす
ために－」の具体化
２．我が国における
放射線防護のあり方
と健康リスク管理、
とりわけ放射線教育
とリスクコミュニ
ケーションの推進
に係る審議に関する
こと

２０名以内の
会員又は連携
会員

平成29年12月22
日～平成32年9
月30日

１．法医学を志す若
手医師の確保につい
て－若手医師の動向
把握と戦略
２．現状の法医学に
関係する制度の問題
点と改善案
３．法医学の重要性
に関する国民の理解
を深める活動の推進
に係る審議に関する
こと

２０名以内の
会員又は連携
会員

平成29年12月22
日～平成32年9
月30日

基礎生物学委員会に
記載

基礎生物学委
員会に記載

基礎生物学委員
会に記載

基礎生物学委員会に
記載

基礎生物学委
員会に記載

基礎生物学委員
会に記載

ゲノムファーストに
なりつつある医学・
医療のあり方に係る
審議に関すること

１５名以内の
会員又は連携
会員

平成30年1月25
日～平成32年9
月30日

健康・生活科学委員
会に記載

健康・生活科
学委員会に記
載

健康・生活科学
委員会に記載

基礎生物学委員会・基
礎医学委員会・臨床医
学委員会合同生物リズ
ム分科会

臨床医学委員会・健
康・生活科学委員会合
同少子高齢社会におけ
るケアサイエンス分科
会

臨床医学委員会臨床ゲ
ノム医学分科会

基礎生物学委員会・統
合生物学委員会・農学
委員会・基礎医学委員
会・臨床医学委員会合
同総合微生物科学分科
会

臨床医学委員会放射防
護・リスクマネジメン
ト分科会

基礎医学委員会・臨床
医学委員会合同法医学
分科会



健康・生活科
学委員会

１．公衆衛生領域に
おける人材育成と教
育のあり方につい
て、学部教育、大学
院教育、専門医制度
の観点から、現行の
諸制度との関連を踏
まえた審議
２．社会医学系専門
医制度発足に伴う、
社会医学分野の専門
職制度
に係る審議に関する
こと

30名以内の会
員又は連携会
員

平成29年10月4
日～平成32年9
月30日

１．地域共生社会形
成のための多分野連
携に基づく看護学、
看護分野の貢献に関
する検討
２．ケアサイエンス
の考え方の浸透と展
開方法の検討
３．看護学領域の参
照基準の普及と大学
教育のあり方につい
ての検討
４．時代や社会・
人々のニーズと看護
学に関わる重要課題
の検討
に係る審議に関する
こと

20名以内の会
員又は連携会
員

平成29年10月4
日～平成32年9
月30日

幼小児期からの生活
習慣病予防対策につ
いての提言作成に係
る審議に関すること

20名以内の会
員又は連携会
員

平成29年10月4
日～平成32年9
月30日

日本における脱タバ
コ社会の早期実現の
ための方策及び脱タ
バコ社会実現のため
の法整備に係る審議
に関すること

20名以内の会
員又は連携会
員

平成29年10月4
日～平成32年9
月30日

基礎医学委員会・健
康・生活科学委員会合
同パブリックヘルス科
学分科会

健康・生活科学委員
会・歯学委員会合同脱
タバコ社会の実現分科
会

臨床医学委員会・健
康・生活科学委員会合
同生活習慣病対策分科
会

健康・生活科学委員会
看護学分科会



１．健康・スポーツ
科学分野の加速的発
展を目指した多様な
研究者の研究連携推
進
２．研究成果を生か
した身体活動・ス
ポーツ推進方策の審
議と提言の作成
３．2020年に開催さ
れる東京オリンピッ
ク・パラリンピック
に係る学術的レガ
シーの構築
に係る審議に関する
こと

20名以内の会
員又は連携会
員

平成29年10月30
日～平成32年9
月30日

設置目的実現のため
に必要な活動に対す
る連携・協力、及び
教育の発展のための
審議に関すること

20名以内の会
員又は連携会
員

平成29年10月30
日～平成32年9
月30日

１．元気高齢者の自
立度や心理精神的状
況の科学的評価、及
び、その社会的な役
割のあり方
２．多様な健康度の
高齢者への支援のあ
り方、高齢者を支え
る専門職種間・人材
育成のあり方
に係る審議に関する
こと

20名以内の会
員又は連携会
員

平成29年10月30
日～平成32年9
月30日

食料科学委員会に記載食料科学委員
会に記載

食料科学委員会
に記載

環境学委員会に記載 環境学委員会
に記載

環境学委員会に
記載

土木工学・建築学委
員会に記載

土木工学・建
築学委員会に
記載

土木工学・建築
学委員会に記載

農学委員会・食料科学
委員会・健康・生活科
学委員会合同IUNS分科
会

健康・生活科学委員会
健康・スポーツ科学分
科会

健康・生活科学委員会
家政学分科会

健康・生活科学委員会
高齢者の健康分科会

健康・生活科学委員
会・環境学委員会合同
環境リスク分科会

心理学・教育学委員
会・臨床医学委員会・
健康・生活科学委員
会・環境学委員会・土
木工学・建築学委員会
合同子どもの成育環境
分科会



１．当事者主体のケ
ア社会の構築に向け
た横断的学術基盤形
成
２．少子高齢社会を
支える「ケアサイエ
ンス」の教育・研究
の在り方に関する提

１５名以内の
会員又は連携
会員

平成30年2月22
日～平成32年9
月30日

歯学委員会 健康・生活科学委員
会に記載

健康・生活科
学委員会に記
載

健康・生活科学
委員会に記載

歯学の基礎学術領域
の活性化と関連学術
領域との連携に必要
な事項の審議に関す
ること

14名以内の会
員又は連携会
員

平成29年10月30
日～平成32年9
月30日

１．顎口腔領域疾病
の病態を解明し、細
分化される学術分野
を統合あるいは融合
すること
２．顎口腔疾患の病
理ならびに病態生理
の究明を行い、機能
回復歯学に発展させ
ること
に係る審議に関する
こと

20名以内の会
員又は連携会
員

平成29年10月30
日～平成32年9
月30日

１．口腔健康管理、
歯列管理に関連する
疾病の病理、病態を
解明し、新たな診
断、治療法、口腔健
康対策を発展、深化
させること
２．口腔健康管理、
歯列管理、歯科治療
と社会に関連する
種々の問題を明確に
し、その対応を提言
すること
に係る審議に関する
こと

20名以内の会
員又は連携会
員

平成29年10月30
日～平成32年9
月30日

臨床基礎実習、臨床
実習、関連医学教育
の配分、歯学教育カ
リキュラムのあり
方、さらに卒後臨床
研修との関係につい
て審議する

20名以内の会
員又は連携会
員

平成29年10月30
日～平成32年9
月30日

臨床医学委員会・健
康・生活科学委員会合
同少子高齢社会におけ
るケアサイエンス分科
会

健康・生活科学委員
会・歯学委員会合同脱
タバコ社会の実現分科
会

歯学委員会臨床系歯学
分科会

歯学委員会基礎系歯学
分科会

歯学委員会病態系歯学
分科会

歯学委員会歯学教育分
科会



薬学委員会 薬学領域における化
学・物理系の研究、
人材育成のあり方に
ついて検討するとと
もに、研究推進につ
いて審議する。ま
た、他の薬学境域お
よび薬学領域以外の
理工領域との連携に
ついて審議する

20名以内の会
員又は連携会
員

平成29年10月30
日～平成32年9
月30日

生物系薬学領域にお
ける課題、薬学部・
薬科大学における教
育と研究課題、シン
ポジウムの内容に関
する審議

20名以内の会
員又は連携会
員

平成29年10月30
日～平成32年9
月30日

医療系薬学研究者と
基礎系薬学研究者の
連携による薬学研究
推進について審議す
る。また、関連学会
の連携について検討
する

20名以内の会
員又は連携会
員

平成29年10月30
日～平成32年9
月30日

薬学系、農学系、医
学系の研究者と、医
薬品および食品等の
毒性および安全性に
関する審議を行う

20名以内の会
員又は連携会
員

平成29年10月30
日～平成32年9
月30日

我が国の薬学におけ
る創薬力及び育薬力
を高めるため、6年
制及び4年制薬学学
部教育及びそれぞれ
に基礎を置く大学院
教育が現在直面して
いる諸問題に係る審
議に関すること

20名以内の会
員又は連携会
員

平成29年10月30
日～平成32年9
月30日

高度化した医療と、
産業・社会構造の変
化に伴う医療体制の
変化に合致した薬剤
師の職能のあり方
と、将来の医療体制
に対応し得る薬剤師
の育成に向けた適切
なキャリアパス、専
門・認定制度に関す
る審議を行う

20名以内の会
員又は連携会
員

平成29年10月30
日～平成32年9
月30日

基礎医学委員会に掲
載

基礎医学委員
会に記載

基礎医学委員会
に記載

薬学委員会化学・物理
系薬学分科会

食料科学委員会・基礎
医学委員会・薬学委員
会合同トキシコロジー
分科会

薬学委員会薬学教育分
科会

薬学委員会薬剤師職能
とキャリアパス分科会

基礎生物学委員会・統
合生物学委員会・食料
科学委員会・基礎医学
委員会・臨床医学委員
会・薬学委員会合同実
験動物分科会

薬学委員会医療系薬学
分科会

薬学委員会生物系薬学
分科会



統合生物学委員会に
記載

統合生物学委
員会に記載

統合生物学委員
会に記載

環境学委員会 １．FEとWCRPとの連
携に関わる国際的・
国内的活動
２．上記活動の普及
（公開シンポジウム
等）や関連する社会
貢献
に係る審議に関する
こと

35名以内の会
員又は連携会
員

平成29年10月4
日～平成32年9
月30日

環境学委員会・地
球惑星科学委員会
合同FE・WCRP合同
分科会CliC小委員
会

「気候と雪氷圏」に
関する振興や社会貢
献、国際会議等への
代表派遣や役員等の
推薦、国際会議等の
日本招致等に係る審
議に関すること

２０名以内の
会員、連携会
員、又は会員
若しくは連携
会員以外の者

平成３０年１月
２５日～平成３
２年９月３０日

環境学委員会・地
球惑星科学委員会
合同FE・WCRP合同
分科会CLIVAR小委
員会

ＣＬＩＶＡＲに関す
る研究振興、役員等
の推薦、国際会議等
への代表の派遣、国
際会議等の日本への
招致等に係る審議に
関すること

３０名以内の
会員、連携会
員、又は会員
若しくは連携
会員以外の者

平成３０年１月
２５日～平成３
２年９月３０日

環境学委員会・地
球惑星科学委員会
合同FE・WCRP合同
分科会ESG小委員
会

国内外のＥＳＧ研究
の推進と広報、ＦＥ
国際活動やＥＳＧ国
際事務局との連携推
進（役員派遣等）に
係る審議に関するこ
と

１５名以内の
会員、連携会
員、又は会員
若しくは連携
会員以外の者

平成３０年１月
２５日～平成３
２年９月３０日

環境学委員会・地
球惑星科学委員会
合同FE・WCRP合同
分科会Future
Earth Coasts 小
委員会

国内のFuture Earth
Coasts関連活動の推
進と、国際的な連携
に係る審議に関する
こと

２０名以内の
会員、連携会
員、又は会員
若しくは連携
会員以外の者

平成３０年１月
２５日～平成３
２年９月３０日

環境学委員会・地
球惑星科学委員会
合同FE・WCRP合同
分科会GEWEX小委
員会

ＧＥＷＥＸに関する
研究・学問分野の推
進、社会貢献、役員
等推薦、国際会議招
致・代表派遣他に係
る審議に関すること

３０名以内の
会員、連携会
員、又は会員
若しくは連携
会員以外の者

平成３０年１月
２５日～平成３
２年９月３０日

基礎生物学委員会・統
合生物学委員会・農学
委員会・基礎医学委員
会・薬学委員会・情報
学委員会合同バイオイ
ンフォマティクス分科
会

環境学委員会・地球惑
星科学委員会合同FE・
WCRP合同分科会



環境学委員会・地
球惑星科学委員会
合同FE・WCRP合同
分科会GLP小委員
会

地球人間圏の諸分野
に共通する諸問題、
地球環境・防災分野
への社会還元に係る
審議に関すること

２０名以内の
会員又は連携
会員若しくは
会員又は連携
会員以外の者

平成３０年１月
２５日～平成３
２年９月３０日

環境学委員会・地
球惑星科学委員会
合同FE・WCRP合同
分科会IGAC小委員
会

国内外におけるＩＧ
ＡＣ関連研究・能力
育成の計画や進捗、
及び日本の関与や連
携に係る審議に関す
ること

３０名以内の
会員、連携会
員、又は会員
若しくは連携
会員以外の者

平成３０年１月
２５日～平成３
２年９月３０日

環境学委員会・地
球惑星科学委員会
合同FE・WCRP合同
分科会iLEAPS小委
員会

ｉＬＥＡＰＳに関わ
る国内外の研究動向
を見極め、関連学問
分野を推進し、社会
貢献に資するための
事項に係る審議に関
すること

２０名以内の
会員、連携会
員、又は会員
若しくは連携
会員以外の者

平成３０年１月
２５日～平成３
２年９月３０日

環境学委員会・地
球惑星科学委員会
合同FE・WCRP合同
分科会IMBeR小委
員会

国内のＩＭＢｅＲ研
究の推進とFUTURE
EARTH関連研究との
連携及び国際的な連
携協力に係る審議に
関すること

２５名以内の
会員、連携会
員、又は会員
若しくは連携
会員以外の者

平成３０年１月
２５日～平成３
２年９月３０日

環境学委員会・地
球惑星科学委員会
合同FE・WCRP合同
分科会PAGES小委
員会

地球古環境の研究の
振興、普及及び社会
貢献に関する案件、
役員等の推薦、国際
会議等への代表の派
遣、国際会議等の日
本への招致に係る審
議に関すること

２０名以内の
会員、連携会
員、又は会員
若しくは連携
会員以外の者

平成３０年１月
２５日～平成３
２年９月３０日

環境学委員会・地
球惑星科学委員会
合同FE・WCRP合同
分科会SOLAS小委
員会

ＳＯＬＡＳ関連研究
の国内実施体制を構
築し、分野連携・国
際連携を推進する具
体的方策に係る審議
に関すること

２０名以内の
会員、連携会
員、又は会員
若しくは連携
会員以外の者

平成３０年１月
２５日～平成３
２年９月３０日

環境学委員会・地
球惑星科学委員会
合同FE・WCRP合同
分科会SPARC小委
員会

ＳＰＡＲＣと連携し
た国際的及び国内的
な成層圏・対流圏科
学の振興、普及及び
社会貢献に係る審議
に関すること

２５名以内の
会員、連携会
員、又は会員
若しくは連携
会員以外の者

平成３０年１月
２５日～平成３
２年９月３０日



1.環境修復処理や再
生可能エネルギー技
術の開発と技術移
転、社会実装、社会
システム構築、
2.地球環境や生態系
等のモニタリングと
情報発信、
3.GIS を利用した環
境情報プラット
フォームの開発
に係る審議に関する
こと

30名以内の会
員又は連携会
員

平成29年10月30
日～平成32年9
月30日

23期に作成したレ
ギュラトリーサイエ
ンスに関する報告書
をもとに、検討を行
い、提言の作成に関
すること

20名以内の会
員又は連携会
員

平成29年10月30
日～平成32年9
月30日

経済学委員会に記載 経済学委員会
に記載

経済学委員会に
記載

地域研究委員会に記
載

地域研究委員
会に記載

地域研究委員会
に記載

地域研究委員会・
環境学委員会・地
球惑星科学委員会
合同地球環境変化
の人間的側面（Ｈ
Ｄ）分科会ＫＬａ
ＳｉＣａ小委員会

地域研究委員会に記
載

地域研究委員
会に記載

地域研究委員会
に記載

環境学委員会環境科学
分科会

経済学委員会・環境学
委員会合同フュー
チャー・デザイン分科
会

健康・生活科学委員
会・環境学委員会合同
環境リスク分科会

地域研究委員会・環境
学委員会・地球惑星科
学委員会合同地球環境
変化の人間的側面
(HD) 分科会



1.環境思想の系統理
解と「環境と人間の
基本的な関係」のあ
り方
2.国内外の環境教育
（ESDを含む）の実
情把握、深化、情報
発信
3.わが国における環
境教育（ESDを含
む）の推進方策とそ
の課題（提言のとり
まとめ、シンポジウ
ムの開催等）
4.フューチャー・
アースおよびSDGsへ
の環境思想・環境教
育面からの対応
などに係る審議に関
すること

20名以内の会
員又は連携会
員

平成29年10月30
日～平成32年9
月30日

環境学委員会環境
思想・環境教育分
科会環境教育の思
想的アプローチ検
討小委員会

１．多様な環境思想
の理解と整理
２．SDGs、フュー
チャーアースにおけ
る思想的基盤の整理
３．環境思想を環境
教育に生かす方策と
課題
に係る審議に関する
こと

１５名以内の
会員、連携会
員、又は会員
若しくは連携
会員以外の者

平成30年2月22
日～　平成32年
9月30日

環境政策・環境計画
における新たなパー
トナーシップの思想
とその展開に係る審
議に関すること

20名以内の会
員又は連携会
員

平成29年11月24
日～平成32年9
月30日

材料工学委員会に記
載

材料工学委員
会に記載

材料工学委員会
に記載

土木工学・建築学委
員会に記載

土木工学・建
築学委員会に
記載

土木工学・建築
学委員会に記載

土木工学・建築学委
員会に記載

土木工学・建
築学委員会に
記載

土木工学・建築
学委員会に記載

環境学委員会・土木工
学・建築学委員会合同
長寿・低炭素化分科会

環境学委員会環境政
策・環境計画分科会

環境学委員会・総合工
学委員会・材料工学委
員会合同ＳＤＧｓのた
めの資源・材料の循環
使用検討分科会

心理学・教育学委員
会・臨床医学委員会・
健康・生活科学委員
会・環境学委員会・土
木工学・建築学委員会
合同子どもの成育環境
分科会

環境学委員会環境思
想・環境教育分科会



１.グリーンインフ
ラの概念、法、施
策、財源
２.国土・都市の適
切な管理、安心・安
全な社会の構築に向
けた提言の取りまと
め
に係る審議に関する
こと

２０名以内の
会員又は連携
会員

平成29年12月22
日～平成32年9
月30日

自然再生と生態系イ
ンフラストラク
チャー（とくにEco-
DRR）のための学術
と政策および多様な
主体の連携に係る審
議に関すること

１０名以内の
会員又は連携
会員

平成３０年１月
２５日～平成３
２年９月３０日

数理科学委員
会

1．IMU と連携した
国際的および国内的
な数理科学の振興，
普及および社会貢献
に関する事項
2．IMU の予算や活
動に対する日本とし
ての意見の決定、
IMU 総会へ派遣評議
員の決定、IMU に関
する役員等の推薦、
フィールズ賞、ガウ
ス賞などの各賞の受
賞者の推薦、国際会
議等への代表の派
遣、国際会議等の日
本での開催・招致に
関する事項
3. その他
に係る審議に関する
こと

15名以内の会
員又は連携会
員

平成29年10月30
日～平成32年9
月30日

１．数学及びその近
接諸分野の研究状況
についての審議検
討。また、数学及び
その近接諸分野の研
究活性化のために必
要な方策。数学及び
その近接諸分野に属
する諸学会の連携
２．第２３期の提言
「数理科学と他の科
学分野や産業との連
携の基盤整備に向け
た提言」をもとに数
学を社会に生かすた
めの検討と意思の表
出
に係る審議に関する
こと

３０名以内の
会員又は連携
会員

平成29年12月22
日～平成32年9
月30日

環境学委員会都市と自
然と環境分科会

統合生物学委員会・環
境学委員会合同自然環
境保全再生分科会

数理科学委員会IMU分
科会

数理科学委員会数学分
科会



数理統計学の教育・
研究に関わる諸問
題、数理統計学の社
会における役割に関
わる諸問題、統計学
の学術会議での扱い
に係る審議に関する
こと

２０名以内の
会員又は連携
会員

平成29年12月22
日～平成32年9
月30日

初等・中等教育にお
ける算数・数学教育
の在り方、教員養成
系学部での数学教育
の在り方、大学基礎
教育における数学教
育の在り方、数学の
専門教育の在り方、
国際的な数学教育に
関連した活動に係る
審議に関すること

２０名以内の
会員又は連携
会員

平成29年12月22
日～平成32年9
月30日

物理学委員会
１．IAUの新会員の
推薦
２．IAUの活動への
参加・協力と広報
３．IAUの組織や
ルールの検討
に係る審議に関する
こと

30名以内の会
員又は連携会
員

平成29年10月4
日～平成32年9
月30日

１．天文学および宇
宙物理学の推進（長
期展望・大型計画・
基盤的研究など）に
関する事項
２．研究推進体制、
科学政策立案に関す
る事項
３．国際天文学連合
および国際協力に関
する事項
４. 宇宙・科学に関
する知見の社会的普
及・教育に関する事
項
５. その他関連する
事項
６. 上記にかかわる
報告、提言等の審議
決定
に係る審議に関する
こと

30名以内の会
員又は連携会
員

平成29年10月4
日～平成32年9
月30日

関係学会と連携し、
国際学術団体の活動
の周知・広報に関す
ること

25名以内の会
員又は連携会
員

平成29年10月30
日～平成32年9
月30日

数理科学委員会数学教
育分科会

物理学委員会天文学・
宇宙物理学分科会

物理学委員会・総合工
学委員会合同IUPAP分
科会

物理学委員会 IAU分科
会

数理科学委員会数理統
計学分科会



１ 当該研究の意義
とあり方
２ 有効な政策提言
のための社会・政府
行政機関との意思疎
通や関連学協会との
連携のあり方に係る
審議に関すること

４５名以内の
会員又は連携
会員

平成29年10月30
日～平成32年9
月30日

素粒子物理学・原子
核物理学の現状の分
析、日本での今後の
研究の進め方、国際
分担のあり方、社会
的普及等の審議に関
すること

45名以内の会
員又は連携会
員

平成29年10月30
日～平成32年9
月30日

化学委員会に記載 化学委員会に
記載

化学委員会に記
載

１．大学基礎教育レ
ベルを中心とした物
理教育研究活動の調
査・検討
２．物理教育改革の
方向性に関する検討
に係る審議に関する
こと

１０名以内の
会員又は連携
会員

平成30年4月26
日～平成32年9
月30日

化学委員会に記載 化学委員会に
記載

化学委員会に記
載

地球惑星科学
委員会

地域研究委員会に記
載

地域研究委員
会に記載

地域研究委員会
に記載

地域研究委員会・
地球惑星科学委員
会合同地理教育分
科会学校地理教育
小委員会

地域研究委員会に記
載

地域研究委員
会に記載

地域研究委員会
に記載

地域研究委員会・
地球惑星科学委員
会合同地理教育分
科会自然地理学・
環境防災教育小委
員会

地域研究委員会に記
載

地域研究委員
会に記載

地域研究委員会
に記載

地域研究委員会・
地球惑星科学委員
会合同地理教育分
科会大学地理教育
小委員会

地域研究委員会に記
載

地域研究委員
会に記載

地域研究委員会
に記載

物理学委員会物理教育
研究分科会

地域研究委員会・地球
惑星科学委員会会合同
地理教育分科会

物理学委員会素粒子物
理学・原子核物理学分
科会

物理学委員会物性物理
学・一般物理学分科会

物理学委員会・化学委
員会合同国際周期表年
記念事業検討分科会

物理学委員会・化学委
員会合同結晶学分科会



地域研究委員会・
地球惑星科学委員
会合同地理教育分
科会地誌・国際理
解教育小委員会

地域研究委員会に記
載

地域研究委員
会に記載

地域研究委員会
に記載

地域研究委員会・
地球惑星科学委員
会合同地理教育分
科会地図／ＧＩＳ
教育小委員会

地域研究委員会に記
載

地域研究委員
会に記載

地域研究委員会
に記載

統合生物学委員会に記統合生物学委
員会に記載

統合生物学委員
会に記載

環境学委員会に記載 環境学委員会
に記載

環境学委員会に
記載

環境学委員会・地
球惑星科学委員会
合同FE・WCRP合同
分科会CliC小委員
会

環境学委員会に記載 環境学委員会
に記載

環境学委員会に
記載

環境学委員会・地
球惑星科学委員会
合同FE・WCRP合同
分科会CLIVAR小委
員会

環境学委員会に記載 環境学委員会
に記載

環境学委員会に
記載

環境学委員会・地
球惑星科学委員会
合同FE・WCRP合同
分科会ESG小委員
会

環境学委員会に記載 環境学委員会
に記載

環境学委員会に
記載

環境学委員会・地
球惑星科学委員会
合同FE・WCRP合同
分科会Future
Earth Coasts 小
委員会

環境学委員会に記載 環境学委員会
に記載

環境学委員会に
記載

環境学委員会・地
球惑星科学委員会
合同FE・WCRP合同
分科会GEWEX小委
員会

環境学委員会に記載 環境学委員会
に記載

環境学委員会に
記載

環境学委員会・地
球惑星科学委員会
合同FE・WCRP合同
分科会GLP小委員
会

環境学委員会に記載 環境学委員会
に記載

環境学委員会に
記載

統合生物学委員会・基
礎生物学委員会・地球
惑星科学委員会会合同
自然史・古生物学分科
会

環境学委員会・地球惑
星科学委員会合同FE・
WCRP合同分科会



環境学委員会・地
球惑星科学委員会
合同FE・WCRP合同
分科会IGAC小委員
会

環境学委員会に記載 環境学委員会
に記載

環境学委員会に
記載

環境学委員会・地
球惑星科学委員会
合同FE・WCRP合同
分科会iLEAPS小委
員会

環境学委員会に記載 環境学委員会
に記載

環境学委員会に
記載

環境学委員会・地
球惑星科学委員会
合同FE・WCRP合同
分科会IMBeR小委
員会

環境学委員会に記載 環境学委員会
に記載

環境学委員会に
記載

環境学委員会・地
球惑星科学委員会
合同FE・WCRP合同
分科会PAGES小委
員会

環境学委員会に記載 環境学委員会
に記載

環境学委員会に
記載

環境学委員会・地
球惑星科学委員会
合同FE・WCRP合同
分科会SOLAS小委
員会

環境学委員会に記載 環境学委員会
に記載

環境学委員会に
記載

環境学委員会・地
球惑星科学委員会
合同FE・WCRP合同
分科会SPARC小委
員会

環境学委員会に記載 環境学委員会
に記載

環境学委員会に
記載

１．地球惑星科学委
員会の活動
２．傘下の分科会や
小委員会の活動
３．対外発信
に係る審議に関する
こと

15名以内の会
員又は連携会
員

平成29年10月30
日～平成32年9
月30日

１．課題と解決策
２．大型計画とロー
ドマップ
３．学界と教育
に係る審議に関する
こと

40名以内の会
員又は連携会
員

平成29年10月30
日～平成32年9
月30日

１．地球人間圏の諸
分野に共通する諸問
題
２．地球環境・防災
分野への社会還元
に係る審議に関する
こと

40名以内の会
員又は連携会
員

平成29年10月30
日～平成32年9
月30日

地球惑星科学委員会地
球・人間圏分科会

地球惑星科学委員会地
球・惑星圏分科会

地球惑星科学委員会地
球惑星科学企画分科会



１．高大接続、大
学・大学院教育、
キャリア育成の改善
施策
２．高校地学教育お
よび教員養成の改善
施策
に係る審議に関する
こと

40名以内の会
員又は連携会
員

平成29年10月30
日～平成32年9
月30日

地学・地理初等中
等教育検討小委員
会

１．地学・地理の初
等中等教育
２．現状把握と改善
方向
に係る審議に関する
こと

１５名以内の
会員又は連携
会員若しくは
会員又は連携
会員以外の者

平成30年5月31
日～平成32年9
月30日

１．地球惑星科学分
野の国際活動の振興
２．国際対応の各分
科会や直属小委員会
との連絡・調整に関
する諸事項
に係る審議に関する
こと

40名以内の会
員又は連携会
員

平成29年10月30
日～平成32年9
月30日

地球惑星科学委員
会地球惑星科学国
際連携分科会ＩＭ
Ａ小委員会

１．鉱物科学の振
興・普及、社会貢献
に関する諸事項
２．ＩＭＡの役員・
ＩＭＡ賞候補の推
薦、代表派遣等
に係る審議に関する
こと

25名以内の会
員又は連携会
員若しくは会
員又は連携会
員以外の者

平成29年11月24
日～平成32年9
月30日

地球惑星科学委員
会地球惑星科学国
際連携分科会ＩＮ
ＱＵＡ小委員会

１．ＩＮＱＵＡと連
携した国内外の第四
紀学の振興・普及、
社会貢献
２．ＩＮＱＵＡへの
役員推薦や代表派遣
等
に係る審議に関する
こと

20名以内の会
員又は連携会
員若しくは会
員又は連携会
員以外の者

平成29年11月24
日～平成32年9
月30日

地球惑星科学委員
会地球惑星科学国
際連携分科会ＣＯ
ＳＰＡＲ小委員会

１．ＣＯＳＰＡＲと
連携した宇宙科学の
振興、普及、社会貢
献に関する諸事項
２．ＣＯＳＰＡＲの
役員・賞の推薦、代
表派遣等
に係る審議に関する
こと

25名以内の会
員又は連携会
員若しくは会
員又は連携会
員以外の者

平成29年11月24
日～平成32年9
月30日

地球惑星科学委員会地
球惑星科学人材育成分
科会

地球惑星科学委員会地
球惑星科学国際連携分
科会



地球惑星科学委員
会地球惑星科学国
際連携分科会ＳＣ
ＯＳＴＥＰ－ＳＴ
ＰＰ小委員会

１．国際共同計画の
立案・実施
２．太陽地球系物理
学に関する国際・国
内対応
に係る審議に関する
こと

25名以内の会
員又は連携会
員若しくは会
員又は連携会
員以外の者

平成29年11月24
日～平成32年9
月30日

地球惑星科学委員
会地球惑星科学国
際連携分科会ＳＣ
ＡＲ小委員会

各常置科学グループ
に於ける個別的研究
の情報交換、総会へ
の提言、各国の活動
との協調、代表派遣
等に係る審議に関す
ること

15名以内の会
員又は連携会
員若しくは会
員又は連携会
員以外の者

平成29年11月24
日～平成32年9
月30日

地球惑星科学委員
会地球惑星科学国
際連携分科会ＩＡ
ＳＣ小委員会

１．ＩＡＳＣと連携
した北極研究の振
興、普及、社会貢献
２．ＩＡＳＣへの役
員推薦、代表派遣
に係る審議に関する
こと

25名以内の会
員又は連携会
員若しくは会
員又は連携会
員以外の者

平成29年11月24
日～平成32年9
月30日

１．IGU、FEを通し
国際研究計画へ参加
促進、役員推薦、代
表派遣
に係る審議に関する
こと

25名以内の会
員又は連携会
員

平成29年10月30
日～平成32年9
月30日

地球惑星科学委員
会ＩＧＵ分科会Ｉ
ＣＡ小委員会

１．ＩＣＡ関連の国
際会議の招致・運
営、代表派遣
２．ＩＣＡへの役員
推薦
３．地図学の普及
に係る審議に関する
こと

15名以内の会
員又は連携会
員若しくは会
員又は連携会
員以外の者

平成29年11月24
日～平成32年9
月30日

地球惑星科学委員
会ＩＧＵ分科会Ｉ
ＡＧ小委員会

１．ＩＡＧと連携し
た国際的及び国内的
な地形学の振興、普
及及び社会貢献
２．ＩＡＧの役員等
の推薦、国際会議へ
の代表派遣に関する
役員等の推薦、国際
会議へ代表派遣に関
する役員等 推薦

１５名以内の
会員又は連携
会員若しくは
会員又は連携
会員以外の者

平成30年2月22
日～平成32年9
月30日

地球惑星科学委員
会ＩＧＵ分科会地
名小委員会

１．地名の標準化の
方策および地名研究
者の育成の推進につ
いての調査・検討
２．学術的側面から
の、日本の地名総体
を俯瞰し調整する組
織設置の可能性の検
討
に係る審議に関する

２０名以内の
会員又は連携
会員若しくは
会員又は連携
会員以外の者

平成30年2月22
日～平成32年9
月30日

地球惑星科学委員会
IGU分科会



１．IUGGに関する国
際連携、関連する測
地学・地球物理学の
振興、普及および社
会貢献に関する諸事
項
に係る審議に関する
こと

15名以内の会
員又は連携会
員

平成29年10月30
日～平成32年9
月30日

地球惑星科学委員
会IUGG分科会IACS
小委員会

ＩＡＣＳと連携した
国内外の雪氷圏科
学、測地学の振興、
普及と社会貢献に関
する事項他に係る審
議に関すること

１５名以内の
会員又は連携
会員若しくは
会員又は連携
会員以外の者

平成３０年１月
２５日～平成３
２年９月３０日

地球惑星科学委員
会IUGG分科会IAG
小委員会

１．ＩＡＧに関する
国際連携
２．測地学の振興・
普及及び社会貢献
に係る審議に関する
こと

１５名以内の
会員又は連携
会員若しくは
会員又は連携
会員以外の者

平成３０年１月
２５日～平成３
２年９月３０日

地球惑星科学委員
会IUGG分科会IAGA
小委員会

ＩＡＧＡと連携した
国際／国内の地球電
磁気学・超高層大気
物理学の振興等及び
国際対応に係る審議
に関すること

１０名以内の
会員又は連携
会員若しくは
会員又は連携
会員以外の者

平成３０年１月
２５日～平成３
２年９月３０日

地球惑星科学委員
会IUGG分科会IAHS
小委員会

ＩＡＨＳに関する国
際対応、及びＩＡＨ
Ｓと連携した国際
的・国内的な水文科
学の振興、普及、社
会貢献に関する諸事
項に係る審議に関す
ること

２０名以内の
会員又は連携
会員若しくは
会員又は連携
会員以外の者

平成３０年１月
２５日～平成３
２年９月３０日

地球惑星科学委員
会IUGG分科会
IAMAS小委員会

ＩＡＭＡＳに関する
国際連携、関連する
気象学・大気科学の
振興・普及及び社会
貢献に関する諸事項
に係る審議に関する
こと

２０名以内の
会員又は連携
会員若しくは
会員又は連携
会員以外の者

平成３０年１月
２５日～平成３
２年９月３０日

地球惑星科学委員
会IUGG分科会
IAPSO小委員会

ＩＡＰＳＯに関する
国際連携、海洋物理
科学の振興、普及及
び社会貢献に関する
諸事項に係る審議に
関すること

２０名以内の
会員又は連携
会員若しくは
会員又は連携
会員以外の者

平成３０年１月
２５日～平成３
２年９月３０日

地球惑星科学委員会
IUGG分科会



地球惑星科学委員
会IUGG分科会
IASPEI小委員会

ＩＡＳＰＥＩに関す
る国際連携、地震
学・地球内部物理学
の振興、普及及び社
会貢献に関する諸事
項の審議

２０名以内の
会員又は連携
会員若しくは
会員又は連携
会員以外の者

平成３０年１月
２５日～平成３
２年９月３０日

地球惑星科学委員
会IUGG分科会
IAVCEI小委員会

ＩＡＶＣＥＩに関連
する国際及び国内研
究の促進と普及及び
社会貢献、ＩＡＶＣ
ＥＩ役員等の推薦等
に係る審議に関する
こと

１５名以内の
会員又は連携
会員若しくは
会員又は連携
会員以外の者

平成３０年１月
２５日～平成３
２年９月３０日

１．IUGSと連携した
地質科学の振興、普
及、社会貢献
２．IUGSに関する役
員等の推薦等に係る
諸案件
に係る審議に関する
こと

20名以内の会
員又は連携会
員

平成29年10月30
日～平成32年9
月30日

地球惑星科学委員
会IUGS分科会IGCP
小委員会

１．国内活動推進、
新規提案プロジェク
トの支援と国内推薦
２．役員等の推薦、
国際会議等への代表
派遣
に係る審議に関する
こと

１０名以内の
会員又は連携
会員若しくは
会員又は連携
会員以外の者

平成３０年１月
２５日～平成３
２年９月３０日

地球惑星科学委員
会IUGS分科会ILP
小委員会

地質学・地球物理学
の境界複合分野に係
る審議に関すること

１２名以内の
会員又は連携
会員若しくは
会員又は連携
会員以外の者

平成３０年１月
２５日～平成３
２年９月３０日

地球惑星科学委員
会IUGS分科会IAGC
小委員会

地球化学分野の国
際・国内学会の連携
活動に係る審議に関
すること

３名以内の連
携会員及び会
員又は連携会
員以外の者合
わせて７名以
内

平成３０年１月
２５日～平成３
２年９月３０日

地球惑星科学委員
会IUGS分科会ICS
小委員会

１．ＩＵＧＳの
CommissionであるＩ
ＣＳの活動を支え、
国内活動を推進する
ための審議
２．地質科学の物差
しである地質年代及
び、それを支える層
序学の振興
３．層序学を支える
人材育成の方策の提
案
に係る審議に関する
こと

１０名以内の
会員又は連携
会員若しくは
会員又は連携
会員以外の者

平成３０年１月
２５日～平成３
２年９月３０日

地球惑星科学委員会
IUGS分科会



地球惑星科学委員
会IUGS分科会IAH
小委員会

ＩＵＧＳ、ＩＡＨと
連携した国際的およ
び国内的な水文地質
学の振興、普及、若
手育成、社会貢献等
に係る審議に関する
こと

１２名以内の
会員又は連携
会員若しくは
会員又は連携
会員以外の者

平成３０年１月
２５日～平成３
２年９月３０日

地球惑星科学委員
会IUGS分科会IPA
小委員会

我が国の古生物学の
国際連携と、国際古
生物学連合（ＩＰ
Ａ）に係る審議に関
すること

１０名以内の
会員又は連携
会員若しくは
会員又は連携
会員以外の者

平成３０年１月
２５日～平成３
２年９月３０日

地球惑星科学委員
会IUGS分科会CGI
小委員会

ＣＧＩ活動に係る審
議に関すること

１０名以内の
会員又は連携
会員若しくは
会員又は連携
会員以外の者

平成３０年１月
２５日～平成３
２年９月３０日

地球惑星科学委員
会IUGS分科会地質
年代学小委員会

地球惑星史の時間軸
を与える地質年代学
に関連する諸分野に
おける学術の向上発
展と社会貢献に係る
審議に関すること

１５名以内の
会員又は連携
会員若しくは
会員又は連携
会員以外の者

平成３０年１月
２５日～平成３
２年９月３０日

１．海洋科学の振
興、普及に係る諸案
件の審議
２．東京大学大気海
洋研究所の組織・運
営への助言
に係る審議に関する
こと

25名以内の会
員又は連携会
員

平成29年10月30
日～平成32年9
月30日

地球惑星科学委員
会SCOR分科会
GEOTRACES小委員
会

ＧＥＯＴＲＡＣＥＳ
計画に係わる国内外
研究の実施、ＳＳＣ
会議へ代表者派遣、
社会貢献等に係る審
議に関すること

２０名以内の
会員又は連携
会員若しくは
会員又は連携
会員以外の者

平成３０年１月
２５日～平成３
２年９月３０日

地球惑星科学委員
会SCOR分科会
SIMSEA小委員会

１．ＳＩＭＳＥＡ計
画に係る国内研究、
国際連携研究の推進
２．ＳＩＭＳＥＡ計
画に係る国内研究・
国際連携研究の交流
促進
３．ＳＩＭＳＥＡ計
画とその成果の広報
に係る審議に関する
こと

２５名以内の
会員又は連携
会員若しくは
会員又は連携
会員以外の者

平成３０年１月
２５日～平成３
２年９月３０日

地球惑星科学委員会
SCOR分科会



地球惑星科学委員
会SCOR分科会
IIOE-2小委員会

ＩＩＯＥ－２計画に
係わる国内研究・国
際連携研究に係る審
議に関すること

１５名以内の
会員又は連携
会員若しくは
会員又は連携
会員以外の者

平成３０年１月
２５日～平成３
２年９月３０日

地域研究委員会に記
載

地域研究委員
会に記載

地域研究委員会
に記載

地域研究委員会・
環境学委員会・地
球惑星科学委員会
合同地球環境変化
の人間的側面（Ｈ
Ｄ）分科会ＫＬａ
ＳｉＣａ小委員会

地域研究委員会に記
載

地域研究委員
会に記載

地域研究委員会
に記載

１．地球惑星科学の
理解を社会へ普及の
ための提言、及びア
クションプランの立
案
２．地球環境、資
源、エネルギー、自
然災害など、当該分
野と社会とに密接に
関係する地球惑星科
学分野の学協会等と
の連携による課題の
整理、広報・啓発活
動に関する提言の実
施
３．第２２期にとり
まとめた提言に対す
るフォローアップ
に係る審議に関する
こと

２０名以内の
会員又は連携
会員

平成29年12月22
日～平成32年9
月30日

情報学委員会 １．情報ネットワー
ク社会基盤について
の意思の表出
２．シンポジウムの
開催
３．その他、関連課
題の議論
に係る審議に関する
こと

20名以内の会
員又は連携会
員

平成29年10月30
日～平成32年9
月30日

地球惑星科学委員会地
球惑星科学社会貢献分
科会

情報学委員会情報ネッ
トワーク社会基盤分科
会

地域研究委員会・環境
学委員会・地球惑星科
学委員会合同地球環境
変化の人間的側面 
(HD) 分科会



１．国際的視点での
サイエンスデータ活
動のあり方の提言
２．CODATA、WDS等
の国際活動対応
３．その他、関連課
題の議論
に係る審議に関する
こと

20名以内の会
員又は連携会
員

平成29年10月30
日～平成32年9
月30日

情報学委員会国際
サイエンスデータ
分科会WDS小委員
会

１．ＷＤＳに関連す
るデータ組織間の連
携とデータ活動の活
性化
２．旧ＷＤＣが保有
するデータの長期保
全・公開態勢
３．データに対する
ＤＯＩ付与の拡大
４．データリポジト
リ国際認証に向けた
環境整備
５．ＣＯＤＡＴＡ、
ＳＣＯＳＴＥＰ、Ｒ
ＤＡ、ＩＲＤＲ、
Future Earth等にお
ける国際データ関連
活動との連携
６．アジア・大洋州
地域におけるＷＤＳ
関連活動の振興
に係る審議に関する
こと

５名以内の会
員又は連携会
員及び２０名
以内の会員又
は連携会員以
外の者

平成３０年１月
２５日～平成３
２年９月３０日

情報学委員会国際
サイエンスデータ
分科会CODATA小委
員会

１．ＣＯＤＡＴＡ／
ＩＣＳＵへの対応と
ＷＤＳ、ＩＲＤＲ等
のＩＣＳＵ組織との
連携
２．国内ＣＯＤＡＴ
Ａ関連データ活動の
連携と活性化
３．国際的な科学技
術動向についての調
査と国内の科学技術
データ活用の状況の
検討
４．国内で構築され
ている知的基盤の国
際的な活用の方策に
関する検討と提言
に係る審議に関する
こと

２５名以内の
会員又は連携
会員若しくは
会員又は連携
会員以外の者

平成30年2月22
日～平成32年9
月30日

情報学委員会国際サイ
エンスデータ分科会



１．ビッグデータの
収集、処理、分析、
活用
２．ビッグデータの
倫理的、法的、社会
的課題
３．上記に関連する
人材育成、政策、制
度　等
に係る審議に関する

35名以内の会
員又は連携会
員

平成29年10月30
日～平成32年9
月30日

１．情報教育の参照
基準の策定
２．情報教育に関す
るシンポジウム等の
開催
３．参照基準の活用
及び啓蒙の検討
に係る審議に関する
と

25名以内の会
員又は連携会
員

平成29年10月30
日～平成32年9
月30日

１．情報学のフロン
ティアとしての環境
知能の技術・理論・
応用
２．災害時に迅速で
有用な情報伝達を可
能とする環境知能な
ど、個別の応用課題
に係る審議に関する
こと

30名以内の会
員又は連携会
員

平成29年10月30
日～平成32年9
月30日

１．社会の安全・安
心に資する情報技術
と情報学を核とする
学際研究分野
２．１に関連する教
育、政策、制度等
に係る審議に関する
こと

25名以内の会
員又は連携会
員

平成29年10月30
日～平成32年9
月30日

１．新たな計算や情
報処理パラダイムの
創成からソフトウェ
アシステムの開発、
利用、保守に関わる
技術的課題
２．上記課題の解決
の方向性と方策
３．その他関連課題
の議論
に係る審議に関する
こと

25名以内の会
員又は連携会
員

平成29年10月30
日～平成32年9
月30日

１．IT分野における
「光」と「影」の適
切なあり方について
の意思の表出
２．シンポジウムの
開催
３．その他、関連課
題の議論
に係る審議に関する
こと

25名以内の会
員又は連携会
員

平成29年10月30
日～平成32年9
月30日

情報学委員会安全・安
心社会と情報技術分科
会

情報学委員会ITの生む
諸課題検討分科会

情報学委員会ソフト
ウェア学分科会

情報学委員会ビッグ
データ分科会

情報学委員会情報学教
育分科会

情報学委員会環境知能
分科会



１．公共性のある
オープンデータの収
集・流通基盤の整備
２．持続的発展を可
能とするエコシステ
ムの整備
３．データの所有権
や収集・流通に関す
る法的整備やガイド
ラインの整備
４．オープンデータ
マーケットプレイス
の技術的かつ法的整
備
５．パーソナル情報
の利活用とプライバ
シー保護を両立させ
る技術と法制度の整
備
６．公開シンポジウ
ムの開催
に係る審議に関する
こと

25名以内の会
員又は連携会
員

平成29年11月24
日～平成32年9
月30日

統合生物学委員会に
記載

統合生物学委
員会に記載

統合生物学委員
会に記載

１．教育機関で教育
関連データの利活用
を推進するための方
策
２．全国レベルで教
育関連データを収集
するための方策
に係る審議に関する
こと

１５名以内の
会員又は連携
会員

平成30年3月30
日～平成32年9
月30日

化学学委員会 １．化学研究の推進
と化学分野の活性化
２．化学に関わる諸
問題
３．化学委員会の活
動
に係る審議に関する
こと

25名以内の会
員又は連携会
員

平成29年10月30
日～平成32年9
月30日

情報学委員会ユビキタ
ス状況認識社会基盤分
科会

化学委員会化学企画分
科会

心理学・教育学委員
会・情報学委員会合同
教育データ利活用分科
会

基礎生物学委員会・統
合生物学委員会・農学
委員会・基礎医学委員
会・薬学委員会・情報
学委員会合同バイオイ
ンフォマティクス分科
会



化学委員会化学企
画分科会情報科学
との融合による新
化学創成小委員会

１．化学分野におけ
るBigDataとＡＩの
活用
２．情報科学との融
合による新化学体系
の構築と教育
３．設計・最適反
応・プロセスの知の
統合・構造化
に係る審議に関する
こと

３０名以内の
会員又は連携
会員若しくは
会員又は連携
会員以外の者

平成３０年１月
２５日～平成３
２年９月３０日

１．IUPACの活動へ
の我が国の積極的な
関与・貢献を促進
２．IUPACへ派遣す
る委員候補の推薦
３．将来のIUPAC活
動を担う若手人材の
育成
４．IUPAC活動に対
する、産業界や学協
会との連絡・調整
に係る審議に関する
こと

16名以内の会
員又は連携会
員

平成29年10月30
日～平成32年9
月30日

１．IUCrの活動支援
２．IUCrの活動に係
る日本の意見の集約
と国内活動の推進
３．IUCr役員の推
薦、総会への代表派
遣
に係る審議に関する
こと

20名以内の会
員又は連携会
員

平成29年10月30
日～平成32年9
月30日

１．一般物理化学及
び生物にかかわる物
理化学の諸問題
２．上記の専門分野
を発展させる研究体
制や教育プログラム
に係る審議に関する
こと

25名以内の会
員又は連携会
員

平成29年10月30
日～平成32年9
月30日

１．無機化学研究の
推進と分野の活性化
２．無機化学に関わ
る諸問題
に係る審議に関する
こと

20名以内の会
員又は連携会
員

平成29年10月30
日～平成32年9
月30日

１．有機化学に関連
する諸事項
に係る審議に関する
こと

20名以内の会
員又は連携会
員

平成29年10月30
日～平成32年9
月30日

化学委員会IUPAC分科
会

化学委員会IUCr分科会

化学委員会物理化学・
生物物理化学分科会

化学委員会無機化学分
科会

化学委員会有機化学分
科会



１．高分子化学の未
踏分野・未解決課題
の分析と提起
２．国際的な研究交
流の推進
３．次世代高分子化
学を担う人材育成
に係る審議に関する
こと

25名以内の会
員又は連携会
員

平成29年10月30
日～平成32年9
月30日

１．材料化学研究の
現状
２．材料化学研究の
将来展望
３．材料化学と社会
４．機能材料化学の
今後
５．グローバルな視
点からの材料化学研
究
に係る審議に関する
こと

20名以内の会
員又は連携会
員

平成29年10月30
日～平成32年9
月30日

１．分析化学研究の
推進と分野の活性化
２．分析化学に関わ
る諸問題
に係る審議に関する
こと

15名以内の会
員又は連携会
員

平成29年10月30
日～平成32年9
月30日

１．国内外の結晶学
研究の現状と展開
２．関連大型施設の
効果的な利用
３．関連学協会との
連携
に係る審議に関する
こと

30名以内の会
員又は連携会
員

平成29年10月30
日～平成32年9
月30日

１．化学全般に関す
る問題
２．上記の専門分野
を発展させる研究体
制や教育プログラム
に係る審議に関する
こと

15名以内の会
員又は連携会
員

平成29年10月30
日～平成32年9
月30日

１．地球環境保全と
産業イノベーション
を両立させる化学技
術の有り方、システ
ム構築と産官学連携
の役割
２．社会Vision創成
と技術の社会実装と
の連動
３．AI、IoTと化学
技術の融合
に係る審議に関する
こと

30名以内の会
員又は連携会
員

平成29年10月30
日～平成32年9
月30日

物理学委員会・化学委
員会合同結晶学分科会

化学委員会生体関連化
学分科会

化学委員会・総合工学
委員会・材料工学委員
会合同触媒化学・化学
工学分科会

化学委員会高分子化学
分科会

化学委員会材料化学分
科会

化学委員会分析化学分
科会



１．化学分野の参照
基準
に係る審議に関する
こと

12名以内の会
員又は連携会
員

平成29年10月30
日～平成32年9
月30日

１.２０１９国際周
期表年記念事業実行
委員会の設置
２．２０１９国際周
期表年記念事業の実
施計画のモニターな
らびに意見交換を行
う
３．各種学協会との
連携について検討
等に係る審議に関す
ること

１５名以内の
会員又は連携
会員

平成30年5月31
日～平成32年3
月31日

総合工学委員
会

１．総合工学委員会
に関する事項
２．総合工学委員会
の分科会と小委員会
に関する事項
３．総合工学委員会
と分科会が主催する
シンポジウムに関す
る事項
４．学協会等との連
携に関する取り組み
５．２３期に作成し
公開した提言「社会
課題に立ち向かう
『総合工学』の強化
推進」の社会への具
体的な展開に関する
事項
に係る審議に関する
こと

30名以内の会
員又は連携会
員

平成29年11月24
日～平成32年9
月30日

物理学委員会に記載 物理学委員会
に記載

物理学委員会に
記載

土木工学・建築学委
員会に記載

土木工学・建
築学委員会に
記載

土木工学・建築
学委員会に記載

１．ＩＣＯ
２．我が国の光・量
子科学技術の発展に
資する活動等
３．関連学協会等と
の連携等
に係る審議に関する
こと

15名以内の会
員又は連携会
員

平成29年11月24
日～平成32年9
月30日

化学委員会化学分野の
参照基準検討分科会

総合工学委員会総合工
学企画分科会

総合工学委員会・土木
工学・建築学委員会合
同ＷＦＥＯ分科会

物理学委員会・総合工
学委員会合同IUPAP分
科会

物理学委員会・化学委
員会合同国際周期表年
記念事業検討分科会

総合工学委員会ＩＣＯ
分科会



総合工学委員会
ICO分科会光科学
技術調査企画小委
員会

１．光科学技術分野
の研究動向
２．光科学技術分野
研究コミュニティの
形成
３．公開シンポジウ
ムの立案・実行
４．情報普及活動の
立案・実行
に係る審議に関する
こと

２０名以内の
会員又は連携
会員若しくは
会員又は連携
会員以外の者

平成30年7月26
日～平成32年9
月30日

電気電子工学委員会
に記載

電気電子工学
委員会に記載

電気電子工学委
員会に記載

総合工学委員会・
電気電子工学委員
会合同ＩＦＡＣ分
科会自動制御の多
分野応用小委員会

電気電子工学委員会
に記載

電気電子工学
委員会に記載

電気電子工学委
員会に記載

１．応用物理学分野
を中心とした研究開
発のあり方
２．未来社会へ向け
た施策と新たな融合
分野創成の将来ビ
ジョン
３．産学官連携によ
る研究協力のあり方
４．次世代人材育成
と教育　
に係る審議に関する
こと

40名以内の会
員又は連携会
員

平成29年11月24
日～平成32年9
月30日

１．エネルギー供
給･利用（貯蔵・輸
送、省エネルギーを
含む）
２．ＣＯ２対策
３．その他関連する
諸問題
に係る審議に関する
こと

30名以内の会
員又は連携会
員

平成29年11月24
日～平成32年9
月30日

総合工学委員会未来社
会と応用物理分科会

総合工学委員会エネル
ギーと科学技術に関す
る分科会

総合工学委員会・電気
電子工学委員会合同Ｉ
ＦＡＣ分科会



総合工学委員会エ
ネルギーと科学技
術に関する分科会
地球温暖化対応の
視点からのエネル
ギー対策・政策検
討小委員会

１．省エネギャップ
の研究及び省エネ対
策
２．電力自由化の下
での温暖化対策
３．分野横断的なシ
ステム的温暖化対策
４．エネルギー需給
におけるイノベー
ション
５．その他、地球温
暖化対応としてのエ
ネルギー対策・政策
に係る審議に関する
こと

１５名以内の
会員又は連携
会員若しくは
会員又は連携
会員以外の者

平成３０年１月
２５日～平成３
２年９月３０日

総合工学委員会エ
ネルギーと科学技
術に関する分科会
熱エネルギー利用
の社会実装基盤小
委員会

１．個別に存在する
熱源データの集積と
需要側の利用可能量
推算に基づく、熱の
質・量、地理的条件
を俯瞰できる熱需給
データベースの検討
２．社会実装可能な
熱利用技術・システ
ムの選択、需給マッ
チングとそれに要求
される課題抽出及び
要素技術と市場ニー
ズの統合に必要な条
件の検討
３．シンポジウム開
催など社会への発信
に係る審議に関する
こと

１５名以内の
会員又は連携
会員若しくは
会員又は連携
会員以外の者

平成３０年１月
２５日～平成３
２年９月３０日

総合工学委員会エ
ネルギーと科学技
術に関する分科会
次世代再生可能エ
ネルギー導入検討
小委員会

１．上述の諸技術を
取り入れた利用モデ
ルの有効性、実現
性、必要な支援策な
ど
２．次世代型の再生
可能エネルギー利用
社会を提言
に係る審議に関する
こと

１５名以内の
会員若しくは
連携会員又は
会員若しくは
連携会員以外
の者

平成30年6月28
日～平成32年9
月30日

１．安全目標・許容
リスクの考え方
２．安全・安心への
総合的取り組み
３．老朽および遺棄
化学兵器の廃棄に係
るリスク評価とリス
ク管理
に係る審議に関する
こと

30名以内の会
員又は連携会
員

平成29年11月24
日～平成32年9
月30日

総合工学委員会・機械
工学委員会合同工学シ
ステムに関する安全・
安心・リスク検討分科
会



総合工学委員会・
機械工学委員会合
同工学システムに
関する安全・安
心・リスク検討分
科会安全目標の検
討小委員会

１．各工学システム
における安全目標の
具体的提案
２．リスクとベネ
フィットの関係にお
ける安全目標
３．各分野安全目標
の共通基本概念の明
確化
４．社会的影響と安
全目標
に係る審議に関する
こと

１５名以内の
会員又は連携
会員若しくは
会員又は連携
会員以外の者

平成３０年１月
２５日～平成３
２年９月３０日

総合工学委員会・
機械工学委員会合
同工学システムに
関する安全・安
心・リスク検討分
科会老朽及び遺棄
化学兵器の廃棄に
係るリスク評価と
リスク管理に関す
る検討小委員会

１．化学兵器の安全
な処理に関する総合
的対策の指針(まと
め)
２．ヒ素を含有する
廃棄物の処理と安全
対策
３．海外の化学兵器
処理の現状・留意点
に係る審議に関する
こと

１５名以内の
会員又は連携
会員若しくは
会員又は連携
会員以外の者

平成３０年１月
２５日～平成３
２年９月３０日

総合工学委員会・
機械工学委員会合
同工学システムに
関する安全・安
心・リスク検討分
科会工学システム
に対する安心感等
検討小委員会

１．各工学システム
における「安心感」
の明確化（「安全」
との関係）
２．各工学システム
における「快適感」
等の感性の明確化
に係る審議に関する
こと

２０名以内の
会員又は連携
会員若しくは
会員又は連携
会員以外の者

平成３０年１月
２５日～平成３
２年９月３０日

１． 海と空・宇宙
の技術開発論と社会
実装
２． 地球環境、安
全保障、防災・減災
への取り組み
３． フロンティア
人工物に関する国際
連携、教育・文化
に係る審議に関する
こと

２５名以内の
会員又は連携
会員

平成30年5月31
日～平成32年9
月30日

総合工学委員会・機械
工学委員会合同フロン
ティア人工物分科会



総合工学委員会・
機械工学委員会合
同フロンティア人
工物分科会フロン
ティア人工物企画
小委員会

１．(1) 海と空・宇
宙の技術開発論と社
会実装 (2)地球環
境、安全保障、防
災・減災への取り組
み、(3)フロンティ
ア人工物に関する国
際連携、教育・文化 
２．上記に関する分
科会討議事項および
シンポジウムの企画 
に係る審議に関する
こと

２０名以内の
会員若しくは
連携会員又は
会員若しくは
連携会員以外
の者

平成30年8月22
日～平成32年9
月30日

化学委員会に記載 化学委員会に
記載

化学委員会に記
載

１．これまで発出し
た、提言・記録の
フォローアップ
２．放射性医薬品の
研究開発に関連する
規制の在り方
３．新たな放射性医
薬品を製造するため
の加速器施設
に係る審議に関する
こと

20名以内の会
員又は連携会
員

平成29年11月24
日～平成32年9
月30日

機械工学委員会に記
載

機械工学委員
会に記載

機械工学委員会
に記載

総合工学委員会・
機械工学委員会合
同力学基盤工学分
科会力学の深化・
統合小委員会

機械工学委員会に記
載

機械工学委員
会に記載

機械工学委員会
に記載

材料工学委員会に記
載

材料工学委員
会に記載

材料工学委員会
に記載

化学委員会・総合工学
委員会・材料工学委員
会合同触媒化学・化学
工学分科会

環境学委員会・総合工
学委員会・材料工学委
員会合同ＳＤＧｓのた
めの資源・材料の循環
使用検討分科会

基礎医学委員会・総合
工学委員会合同放射
線・放射能の利用に伴
う課題検討分科会

総合工学委員会・機械
工学委員会合同力学基
盤工学分科会



１．AI、ビックデー
タとの連携も含め
た、エクサスケール
時代の計算科学シ
ミュレーションの進
むべき方向性の検討
２．「心と脳」、
「社会システム」等
の新規分野における
計算科学シミュレー
ションに関する検討
３．工学設計の高度
化を通した産業競争
力向上に関する検討
４．１～３の分野に
係る人材育成等
に係る審議に関する
こと

35名以内の会
員又は連携会
員

平成29年10月4
日～平成32年9
月30日

総合工学委員会・
機械工学委員会合
同計算科学シミュ
レーションと工学
設計分科会計算力
学小委員会

１．計算力学に関す
る今後の国内体制や
国際連携、国際貢献
のあり方
２．アジアや世界と
の連携方策と将来の
あり方
に係る審議に関する
こと

２０名以内の
会員又は連携
会員若しくは
会員又は連携
会員以外の者

平成３０年１月
２５日～平成３
２年９月３０日

総合工学委員会・
機械工学委員会合
同計算科学シミュ
レーションと工学
設計分科会心と脳
など新しい領域検
討小委員会

１．計算科学専門の
研究者に加えて、脳
科学者、心理学者、
認知科学者、ロボッ
ト学者などの参画
２．「心と脳に関す
る」シミュレーショ
ンモデルの構築と教
育のあり方などの議
論と情報発信
に係る審議に関する
こと

２５名以内の
会員又は連携
会員若しくは
会員又は連携
会員以外の者

平成３０年１月
２５日～平成３
２年９月３０日

総合工学委員会・
機械工学委員会合
同計算科学シミュ
レーションと工学
設計分科会計算音
響学小委員会

１．計算音響学につ
いての意思の表出の
発出
２．その実現に向
け、計算音響学につ
いての深堀
３．課題別委員会の
設置を目指した活動
に係る審議に関する
こと

２０名以内の
会員又は連携
会員若しくは
会員又は連携
会員以外の者

平成３０年１月
２５日～平成３
２年９月３０日

総合工学委員会・機械
工学委員会合同計算科
学シミュレーションと
工学設計分科会



総合工学委員会・
機械工学委員会合
同計算科学シミュ
レーションと工学
設計分科会人工知
能の発展がもたら
す大規模シミュ
レーションの新た
な役割小委員会

１．機械学習等の最
新のＡＩ技術及び
ビッグデータに関す
る技術の調査
２．上記に対する大
規模シミュレーショ
ンの役割
に係る審議に関する
こと

２５名以内の
会員又は連携
会員若しくは
会員又は連携
会員以外の者

平成３０年１月
２５日～平成３
２年９月３０日

総合工学委員会・
機械工学委員会合
同計算科学シミュ
レーションと工学
設計分科会計算科
学を基盤とした産
業競争力強化の検
討小委員会

１．シミュレーショ
ンソフトウェアの産
業利用の現状と課題
の調査
２．計算科学を産業
競争力強化に繋げる
ための技術的・政策
的課題を議論し、報
告書にまとめること
に係る審議に関する
こと

２５名以内の
会員又は連携
会員若しくは
会員又は連携
会員以外の者

平成３０年１月
２５日～平成３
２年９月３０日

１．福島第一原子力
発電所事故原因とそ
のプロセス
２．環境中に放出さ
れた放射性物質の輸
送沈着過程
３．高経年化原子炉
の安全、規制基準、
リスク評価
４. 原子力安全文化
５. 研究炉の在り方
に係る審議に関する
こと

20名以内の会
員又は連携会
員

平成29年11月24
日～平成32年9
月30日

総合工学委員会原
子力安全に関する
分科会福島第一原
発事故調査に関す
る小委員会

１．最大津波波高及
び発生頻度評価の妥
当性
２．事故発生防止対
策の原子力規制のあ
り方
に係る審議に関する
こと

１５名以内の
会員又は連携
会員若しくは
会員又は連携
会員以外の者

平成３０年１月
２５日～平成３
２年９月３０日

総合工学委員会原
子力安全に関する
分科会原子力連絡
小委員会

１．原子力安全とそ
の周辺に関する研
究、教育、広報のあ
るべき姿
２．上記に関する複
数学会間の連携及び
企画
に係る審議に関する
と

３０名以内の
会員又は連携
会員若しくは
会員又は連携
会員以外の者

平成３０年１月
２５日～平成３
２年９月３０日

総合工学委員会原子力
安全に関する分科会



総合工学委員会原
子力安全に関する
分科会研究用原子
炉の在り方検討小
委員会

１．研究用原子炉の
あるべき役割
２．研究用原子炉の
持つべき機能
３．研究用原子炉の
備えるべき要件
４．研究用原子炉の
共同利用体制
に係る審議に関する
こと

２５名以内の
会員又は連携
会員若しくは
会員又は連携
会員以外の者

平成３０年１月
２５日～平成３
２年９月３０日

総合工学委員会原
子力安全に関する
分科会原発事故に
よる環境汚染調査
に関する検討小委
員会

１．公開、未公開の
測定結果の収集
２．データアーカイ
ブの構築・公開
３．事故進展解析と
環境汚染の関連性等
に関する研究グルー
プ間の学際的な情報
交換
に係る審議に関する
こと

２５名以内の
会員又は連携
会員若しくは
会員又は連携
会員以外の者

平成３０年１月
２５日～平成３
２年９月３０日

１．さまざまな社会
課題におけるサービ
ス学の役割と学術的
方向性
２．サービス学の体
系化とその普及
に係る審議に関する
こと

30名以内の会
員又は連携会
員

平成29年11月24
日～平成32年9
月30日

経営学委員会・総
合工学委員会合同
サービス学分科会
社会におけるサー
ビス学の役割とそ
の振興に関する小
委員会

１．産業界および社
会課題におけるサー
ビス学の役割と課題
２．望ましい社会構
築のためのサービス
学の学術的方向性
に係る審議に関する
こと

１５名以内の
会員又は連携
会員若しくは
会員又は連携
会員以外の者

平成30年3月30
日～平成32年9
月30日

経営学委員会・総
合工学委員会合同
サービス学分科会
サービス学の教育
実装に関する小委
員会

１．策定したサービ
ス学参照基準の学士
課程等における展開
方法
２．教育の実装のた
めの具体的な方法と
標準化
に係る審議に関する
こと

１５名以内の
会員又は連携
会員若しくは
会員又は連携
会員以外の者

平成30年3月30
日～平成32年9
月30日

１．可視化効能の測
定用指標
２．可視化研究コ
ミュニティの形成
３．科学教育におけ
る可視化の活用
に係る審議に関する
こと

１５名以内の
会員又は連携
会員

平成30年2月22
日～平成32年9
月30日

経営学委員会・総合工
学委員会合同サービス
学分科会

総合工学委員会科学的
知見の創出に資する可
視化分科会



総合工学委員会科
学的知見の創出に
資する可視化分科
会可視化の新パラ
ダイム策定小委員
会

１．可視化と接点を
もつ情報学周辺の最
新シーズの利活用の
調査
２．代表的な可視化
応用分野からの新た
なニーズの発掘
３．可視化情報の最
終評価者である人間
の本質的理解
に係る審議に関する
こと

２５名以内の
会員若しくは
連携会員又は
会員若しくは
連携会員以外
の者

平成30年6月28
日～平成32年9
月30日

総合工学委員会科
学的知見の創出に
資する可視化分科
会ICT時代の文理
融合研究を創出す
る可視化小委員会

１．デジタルヒュー
マニティーズ分野に
おける新しい可視化
研究
２．こころの発達と
健康の分野における
新しい可視化研究
３．その他の文理融
合研究を推進するた
めの可視化
に係る審議に関する
こと

２５名以内の
会員若しくは
連携会員又は
会員若しくは
連携会員以外
の者

平成30年6月28
日～平成32年9
月30日

機械工学委員
会

１．国際組織ＩＵＴ
ＡＭの正規メンバー
としての総会、理事
会、ＩＵＴＡＭシン
ポジウムなど諸行事
への参画方針の審議
２．関連学協会と協
力した理論応用力学
講演会の主催
３．理論応用力学分
野の研究の進展、課
題の把握及び将来動
向の検討
に係る審議に関する
こと

30名以内の会
員又は連携会
員

平成29年11月24
日～平成32年9
月30日

機械工学委員会・
土木工学・建築学
委員会合同ＩＵＴ
ＡＭ分科会理論応
用力学企画小委員
会

１．国内外の理論応
用力学研究に基づく
研究領域・テーマの
選定
２．理論応用力学講
演会、シンポジウム
等の企画
に係る審議に関する
こと

２０名以内の
会員又は連携
会員若しくは
会員又は連携
会員以外の者

平成30年2月22
日～平成32年9
月30日

機械工学委員会・土木
工学・建築学委員会合
同IUTAM分科会



１．ピコテクノロ
ジー基盤ものづくり
の動向調査と方向性
の取纏め
２．高付加価値製造
技術研究をはじめと
する２１世紀生産科
学のグローバルな視
点からの体系化検討
３．我が国のものづ
くりビジョン構築に
当たっての産業界と
の協調、意見交換の
場の設定と学術的貢
献のあり方、人材育
成に関しての検討
に係る審議に関する
こと

20名以内の会
員又は連携会
員

平成29年11月24
日～平成32年9
月30日

１． 国内外関連学
会等の動向、情報交
換、連携促進の方策
２．ロボット学の教
育・研究体制の現状
と課題
３．研究開発から実
用化に至る過程での
検討事項
４．ＡＩ、 ＩｏＴ
等でロボットがどう
進化するのか、また
そこに潜む課題
に係る審議に関する
こと

20名以内の会
員又は連携会
員

平成29年11月24
日～平成32年9
月30日

総合工学委員会に記
載

総合工学委員
会に記載

総合工学委員会
に記載

総合工学委員会・
機械工学委員会合
同工学システムに
関する安全・安
心・リスク検討分
科会安全目標の検
討小委員会

総合工学委員会に記
載

総合工学委員
会に記載

総合工学委員会
に記載

総合工学委員会・
機械工学委員会合
同工学システムに
関する安全・安
心・リスク検討分
科会老朽及び遺棄
化学兵器の廃棄に
係るリスク評価と
リスク管理に関す
る検討小委員会

総合工学委員会に記
載

総合工学委員
会に記載

総合工学委員会
に記載

機械工学委員会生産科
学分科会

機械工学委員会ロボッ
ト学分科会

総合工学委員会・機械
工学委員会合同工学シ
ステムに関する安全・
安心・リスク検討分科
会



総合工学委員会・
機械工学委員会合
同工学システムに
関する安全・安
心・リスク検討分
科会工学システム
に対する安心感等
検討小委員会

総合工学委員会に記
載

総合工学委員
会に記載

総合工学委員会
に記載

１．固体力学、流体
力学、熱力学、振
動・制御学などの力
学の基礎分野、ある
いはエネルギー機
械、輸送機械、製
造・加工機械、建設
機械、計測・情報機
器などの応用分野の
動向を調査し、力学
を基盤とする広域的
な工学の体系を整理
し、包括的な方策を
審議する。
２．力学を基盤とす
る工学の体系が、社
会や国民へより貢献
するための具体的な
課題の抽出とその推
進策を検討する。
３．関連各工学・技
術分野の情報交換、
連携促進の方策を審
議する。
に係る審議に関する
こと

30名以内の会
員又は連携会
員

平成29年11月24
日～平成32年9
月30日

総合工学委員会・
機械工学委員会合
同力学基盤工学分
科会力学の深化・
展開小委員会

１．力学を基盤とす
る工学の深化・展開
に関する情報交換の
場の形成
２．関連する工学の
体系を整理し、各分
野の強化と発展を促
すための方策
３．力学を基盤とす
る工学の体系が、社
会や国民へより貢献
するための課題の抽
出とその推進策
に係る審議に関する
こと

３０名以内の
会員又は連携
会員若しくは
会員又は連携
会員以外の者

平成３０年２月
２２日～平成３
２年９月３０日

総合工学委員会・機械
工学委員会合同力学基
盤工学分科会



１． 機械工学分野
の学術活動全般に関
する事項
２． 機械工学委員
会の運営全般、分科
会及び小委員会の設
置・運営、シンポジ
ウムなどの企画行事
の主催及び後援に関
する事項
に係る審議に関する
こと

15名以内の会
員又は連携会
員

平成29年11月24
日～平成32年9
月30日

総合工学委員会に記
載

総合工学委員
会に記載

総合工学委員会
に記載

総合工学委員会・
機械工学委員会合
同計算科学シミュ
レーションと工学
設計分科会計算力
学小委員会

総合工学委員会に記
載

総合工学委員
会に記載

総合工学委員会
に記載

総合工学委員会・
機械工学委員会合
同計算科学シミュ
レーションと工学
設計分科会心と脳
など新しい領域検
討小委員会

総合工学委員会に記
載

総合工学委員
会に記載

総合工学委員会
に記載

総合工学委員会・
機械工学委員会合
同計算科学シミュ
レーションと工学
設計分科会計算音
響学小委員会

総合工学委員会に記
載

総合工学委員
会に記載

総合工学委員会
に記載

総合工学委員会・
機械工学委員会合
同計算科学シミュ
レーションと工学
設計分科会人工知
能の発展がもたら
す大規模シミュ
レーションの新た
な役割小委員会

総合工学委員会に記
載

総合工学委員
会に記載

総合工学委員会
に記載

総合工学委員会・
機械工学委員会合
同計算科学シミュ
レーションと工学
設計分科会計算科
学を基盤とした産
業競争力強化の検
討小委員会

総合工学委員会に記
載

総合工学委員
会に記載

総合工学委員会
に記載

機械工学委員会機械工
学企画分科会

総合工学委員会・機械
工学委員会合同計算科
学シミュレーションと
工学設計分科会



１．国内外関連学会
等の動向、情報交
換、連携促進の方策
２．生体医工学の教
育・研究体制の現状
と課題
３．研究開発から実
用化に至る過程での
検討事項
に係る審議に関する
こと

30名以内の会
員又は連携会
員

平成29年11月24
日～平成32年9
月30日

１．機械工学を基盤
とした学術分野及び
産業分野の現状や動
向に関する情報交換
の場の形成
２．機械工学及び関
連分野の体系を調査
し、機械工学のあり
方とともに強化と発
展を促すための方策
３．イノベーション
の創出、及び社会や
国民へのさらなる貢
献を目指した機械工
学の将来展望に関す
る検討と提言
に係る審議に関する
こと

２０名以内の
会員又は連携
会員

平成30年5月31
日～平成32年9
月30日

総合工学委員会に記
載

総合工学委員
会に記載

総合工学委員会
に記載

総合工学委員会・
機械工学委員会合
同フロンティア人
工物分科会フロン
ティア人工物企画
小委員会

総合工学委員会に記
載

総合工学委員
会に記載

総合工学委員会
に記載

機械工学委員会生体医
工学分科会

機械工学委員会機会工
学の将来展望分科会

総合工学委員会・機械
工学委員会合同フロン
ティア人工物分科会



電気電子工学
委員会

１．ＵＲＳＩ本部が行
う各種活動への対応
２．ＵＲＳＩ旗艦会議
（ＵＲＳＩ総会、ＵＲ
ＳＩ大西洋電波科学会
議、ＵＲＳＩアジア・
太平洋電波科学会議）
への対応と協力
３．第３４回ＵＲＳＩ
総会（２０２３年８月
札幌にて開催予定）に
向けての諸準備
４．国内におけるＵＲ
ＳＩ日本電波科学会議
の開催
５．電波科学分野の研
究者・技術者を対象と
する公開シンポジウム
の開催
６．国内外における関
連学協会との連携
７．若手研究者の育成
とそのための環境整備
８．その他
に係る審議に関するこ
と

35名以内の会
員又は連携会
員

平成29年11月24
日～平成32年9
月30日

電気電子工学委員
会ＵＲＳＩ分科会
電磁波計測小委員
会

１．時間・周波数・
長さ・電気など電磁
波の計測に関わる標
準技術の研究動向の
調査と情報収集
２．委員会内や必要
に応じ委員会外から
も専門家を招いての
先端研究の紹介
３．国際電波科学連
合（International 
Union of Radio 
Science；ＵＲＳ
Ｉ）とアジア・太平
洋電波科学会議
（Asia-Pacific 
Radio Science 
Conference；ＡＰ-
ＲＡＳＣ）における
関連分野の対応
に係る審議に関する
こと

２０名以内の
会員又は連携
会員若しくは
会員又は連携
会員以外の者

平成30年2月22
日～平成32年9
月30日

電気電子工学委員会Ｕ
ＲＳＩ分科会



電気電子工学委員
会ＵＲＳＩ分科会
電磁波小委員会

１．国内における研
究の連絡と推進、他
分野との学術的協
力・協議
２．国際電波科学連
合（International 
Union of Radio 
Science；ＵＲＳ
Ｉ）総会への協力な
どを含む国際電波科
学連合との連絡
３．アジア・太平洋
電波科学会議
（Asia-Pacific 
Radio Science 
Conference；ＡＰ-
ＲＡＳＣ）への協力
や年３回程度の会議
への出席と分科会活
動報告の作成などを
含むＵＲＳＩ分科会
の決定による分科会
の担務
４．分科会に所属す
る次期分科会委員の
選定
に係る審議に関する
こと

３０名以内の
会員又は連携
会員若しくは
会員又は連携
会員以外の者

平成30年2月22
日～平成32年9
月30日

電気電子工学委員
会ＵＲＳＩ分科会
無線通信システム
信号処理小委員会

１．電波による通信
と応用システムの信
号処理に関する研究
２．国際電波科学連
合(International 
Union of Radio 
Science；ＵＲＳＩ)
及び同主催の国際会
議への寄与
３．国内研究者の組
織化と交流並びに関
連学術団体との連携
に係る審議に関する
こと

３０名以内の
会員又は連携
会員若しくは
会員又は連携
会員以外の者

平成30年2月22
日～平成32年9
月30日



電気電子工学委員
会ＵＲＳＩ分科会
エレクトロニク
ス・フォトニクス
小委員会

１．国際電波科学連
合（International 
Union of Radio 
Science；ＵＲＳ
Ｉ）主催の国際会議
への寄与
２．電気電子工学委
員会主催の会議への
寄与
３．エレクトロニク
ス・フォトニクス小
委員会主催会議等
に係る審議に関する
こと

２０名以内の
会員又は連携
会員若しくは
会員又は連携
会員以外の者

平成30年2月22
日～平成32年9
月30日

電気電子工学委員
会ＵＲＳＩ分科会
電磁波の雑音・障
害小委員会

１．小委員会の組織
構成に関する事項
２．小委員会の運営
方法に関する事項
３．小委員会の財
政・予算に関する事
項
４．ＵＲＳＩ分科会
への対応事項
５．小委員会の日常
活動内容に関する事
項
６．国際電波科学連
合（International 
Union of Radio 
Science；ＵＲＳ
Ｉ）関連会議及び、
当該分野における国
内外で開催される各
種学術会議の主催、
共催、協賛に関する
事項
に係る審議に関する

２５名以内の
会員又は連携
会員若しくは
会員又は連携
会員以外の者

平成30年2月22
日～平成32年9
月30日

電気電子工学委員
会ＵＲＳＩ分科会
非電離媒質伝搬・
リモートセンシン
グ小委員会

１．非電離媒質内に
おけるすべての周波
数帯域における電波
研究
２．惑星の非電離大
気、地表における電
波伝搬
３．惑星表面（地
表、海洋、雪氷）や
地中媒質と電波の相
互干渉
４．電波に影響を与
える環境の性状評価
５．これらの成果の
リモートセンシン
グ、通信分野におけ
る応用
６．他のＵＲＳＩ分
科会との調整
に係る審議に関する

３５名以内の
会員又は連携
会員若しくは
会員又は連携
会員以外の者

平成30年2月22
日～平成32年9
月30日



電気電子工学委員
会ＵＲＳＩ分科会
電離圏電波伝搬小
委員会

１．電離圏電波伝搬
や電離圏プラズマの
研究発展のための情
報交換・成果とりま
とめ及び国際的発信
２．国内外の会合参
加
３．国際宇宙空間研
究委員会
（Committee on 
Space Research；Ｃ
ＯＳＰＡＲ）と共同
の国際標準電離層
（International 
Reference 
Ionosphere；ＩＲ
Ｉ)への寄与
に係る審議に関する
こと

２５名以内の
会員又は連携
会員若しくは
会員又は連携
会員以外の者

平成30年2月22
日～平成32年9
月30日

電気電子工学委員
会ＵＲＳＩ分科会
プラズマ波動小委
員会

１．プラズマ波動に
関わる研究動向の調
査、国内の研究成果
の取りまとめと国際
発信
２．当該分野に関わ
る先端研究の紹介、
研究交流、若手研究
者の育成を目的とす
る研究集会の整備・
促進
３．国際電波科学連
合(International 
Union of Radio 
Science；ＵＲＳＩ)
の関連分野に関わる
各種活動への対応
４．国際協力を必要
とする研究活動の組
織化・支援
に係る審議に関する
こと

３０名以内の
会員又は連携
会員若しくは
会員又は連携
会員以外の者

平成30年2月22
日～平成32年9
月30日

電気電子工学委員
会ＵＲＳＩ分科会
電波天文学小委員
会

１． 電波天文学の
国内・国際的な研究
活動の促進
２． 電波天文学と
関連する研究分野と
の交流の促進
３． 電波天文学の
研究会の開催
４． 電波天文学の
観測システム・観測
環境の整備
に係る審議に関する
こと

１５名以内の
会員又は連携
会員若しくは
会員又は連携
会員以外の者

平成30年2月22
日～平成32年9
月30日



電気電子工学委員
会ＵＲＳＩ分科会
医用生体電磁気学
小委員会

１．生体電磁気学の
研究動向と今後の研
究課題
２．電磁界の医学応
用の研究動向と今後
の研究課題
３．電磁界の生体効
果・生体影響の知識
の整理と評価
４．国際電波科学連
合(International 
Union of Radio 
Science；ＵＲＳＩ) 
Commission Ｋとの
協力
に係る審議に関する
こと

３０名以内の
会員又は連携
会員若しくは
会員又は連携
会員以外の者

平成30年2月22
日～平成32年9
月30日

１．ＩＦＡＣの
Japan ＮＭＯとして
の活動
２．自動制御に関連
する学術的活動（含
自動制御連合講演会
等）
３．ＩＦＡＣ World 
Congress ２０２３
開催の準備
に係る審議に関する
こと

25名以内の会
員又は連携会
員

平成29年11月24
日～平成32年9
月30日

総合工学委員会・
電気電子工学委員
会合同ＩＦＡＣ分
科会自動制御の多
分野応用小委員会

１. 自動制御分野の
長期的な方向性、関
連する分野との協調
についての議論と方
向付け
２．自動制御連合講
演会の運営に係る審
議、決定
３．国際自動制御連
盟（The 
International 
Federation of 
Automatic 
Control；ＩＦＡ
Ｃ）との連携による
国際化の推進
に係る審議に関する
こと

25名以内の会
員又は連携会
員若しくは会
員又は連携会
員以外の者

平成30年2月22
日～平成32年9
月30日

総合工学委員会・電気
電子工学委員会合同Ｉ
ＦＡＣ分科会



１．制御・パワー工
学における人材育成
や教育活動
２．社会基盤として
の制御・パワー工学
のあり方
３．パワー・制御シ
ステムのセキュリ
ティマネジメントの
実現 
４．将来構想やロー
ドマップ
５．関連学協会との
連携や協同のあり方
に係る審議に関する
こと

35名以内の会
員又は連携会
員

平成29年11月24
日～平成32年9
月30日

１．教育活動・人材
育成
２．研究・開発とイ
ノベーション
３．社会での活用、
ならびに社会受容性
４．将来ビジョン・
ロードマップと大型
学術研究
５．隣接学術領域と
の学際連携、異分野
融合、国際連携、学
協会連携、産官学連
携
６．その他
に係る審議に関する
こと

35名以内の会
員又は連携会
員

平成29年11月24
日～平成32年9
月30日

１．通信・電子シス
テム分野の将来像
２．分科会主催公開
シンポジウム、ヒア
リング、大型研究計
画等
３．社会とのかかわ
り方、社会へのメッ
セージの発出
に係る審議に関する
こと

25名以内の会
員又は連携会
員

平成29年11月24
日～平成32年9
月30日

電気電子工学委員
会通信・電子シス
テム分科会ICT分
野の魅力・興味基
軸の分析と創造小
委員会

１．産業界からみた
ＩＣＴ研究開発の役
割と課題
２．価値創造に資す
るＩＣＴの学術的方
向性
に係る審議に関する
こと

１５名以内の
会員若しくは
連携会員又は
会員若しくは
連携会員以外
の者

平成30年9月12
日～平成32年9
月30日

土木工学・建
築学委員会

土木工学・建築学委
員会の企画に関する
こと

25名以内の会
員又は連携会
員

平成29年10月30
日～平成32年9
月30日

電気電子工学委員会デ
バイス・電子機器工学
分科会

土木工学・建築学委員
会企画分科会

電気電子工学委員会制
御・パワー工学分科会

電気電子工学委員会通
信・電子システム分科
会



土木工学・建築学
委員会企画分科会
環境工学連合小委
員会

１．年１回、関連学
協会と協力して開催
する、環境工学連合
講演会の企画・実行
２．環境工学分野の
連携の充実
に係る審議に関する
こと

25名以内の会
員、連携会員
又は会員若し
くは連携会員
以外の者

平成29年11月24
日～平成32年9
月30日

1. IRDR科学委員会
との密接な連携によ
り、わが国のIRDRに
関する学術の振興を
図ること
2. 種々の災害事象
を題材として推進さ
れる研究活動のレ
ビューを国際的な観
点から行い、我が国
のIRDR研究の
visibility を高め
る方策を検討するこ
と
3. SFDRR、SDGs、パ
リ協定に関する国際
的動向をモニター
し、防災関連分野に
おいて日本学術会議
からの貢献の方策を
審議すること
に係る審議に関する
こと

30名以内の会
員又は連携会
員

平成29年10月30
日～平成32年9
月30日

１．海面上昇に関す
る最新研究のレ
ビューと課題の抽出
２．減災協議会等に
おける課題に対する
研究状況の把握と課
題の抽出
３．上記課題に関す
る解決方策の検討と
提案
に係る審議に関する
こと

20名以内の会
員又は連携会
員

平成29年11月24
日～平成32年9
月30日

土木工学・建築学
委員会気候変動と
国土分科会佐賀低
平地への適応策実
装検討小委員会

地球温暖化適応策の
実装上の課題に関す
る研究状況の把握及
び課題の抽出等の審
議に関すること

１０名以内の
会員又は連携
会員若しくは
会員又は連携
会員以外の者

平成３０年２月
２２日～平成３
２年９月３０日

土木工学・建築学委員
会IRDR分科会

土木工学・建築学委員
会気候変動と国土分科
会



１．長寿化によるす
まい方、働き方の変
化に関する研究レ
ビュー
２．低炭素社会を実
現するための検討す
べき課題の明確化
３．アジアを含めた
長寿・低炭素社会実
現のためのシナリオ
提示
に係る審議に関する
こと

20名以内の会
員又は連携会
員

平成29年11月24
日～平成32年9
月30日

１．アセットマネジ
メント技術の高度化
戦略
２．新インフラ技術
の実装戦略
３．インフラ高度化
のための制度基盤
に係る審議に関する
こと

20名以内の会
員又は連携会
員

平成29年11月24
日～平成32年9
月30日

１．「都市・地域と
デザイン」の基本的
な考え方
２．次世代のための
「都市・地域のデザ
イン」構想
３．制度設計や資源
配分のあり方
に係る審議に関する
こと

20名以内の会
員又は連携会
員

平成29年11月24
日～平成32年9
月30日

１．低頻度巨大災害
をもたらす災害とそ
の様相の整理
２．高頻度災害から
低頻度巨大災害を含
む防災・減災システ
ムのあり方
３．防災・減災対策
における課題
に係る審議に関する
こと

２０名以内の
会員又は連携
会員

平成29年11月24
日～平成32年9
月30日

１．自然／人工環境
系、構造系、材料系
の融合戦略
２．次世代大規模構
造システムの高度化
戦略
３．設計・計画・管
理における技術認証
制度
に係る審議に関する
こと

20名以内の会
員又は連携会
員

平成29年11月24
日～平成32年9
月30日

土木工学・建築学委員
会次世代構造システム
分科会

環境学委員会・土木工
学・建築学委員会合同
長寿・低炭素化分科会

土木工学・建築学委員
会インフラ高度化分科
会

土木工学・建築学委員
会都市・地域とデザイ
ン分科会

土木工学・建築学委員
会低頻度巨大災害分科
会



１．ＷＥＣＣ２０１
５の開催を受け、引
き続き工学分野にお
ける我が国の国際的
貢献度を高めるた
め、学術会議の関連
委員会や関連学協会
と協力して、ＷＦＥ
Ｏ（世界工学団体連
盟）活動並びにＷＦ
ＥＯが連携する各種
の国際的／地域的活
動、行事に積極的に
関与、貢献する。
２．２００９年より
８年間日本が主導し
た災害リスクマネー
ジメント技術常設委
員会が２０１７年で
８年間の任期終了と
なり、２０１８年以
降の新たな活動の柱
を検討する

20名以内の会
員又は連携会
員

平成29年11月24
日～平成32年9
月30日

１．提言「我が国の
子どもの成育環境の
改善にむけて―成育
空間の課題と提言
―」以降１０年間の
検証
２．省庁の担当と協
議しながらの政策転
換のための必要とさ
れるエビデンスの探
求
３．少子化、分断さ
れる社会において子
どもが成育する社会
のあり方の将来像を
描くこと
に係る審議に関する
こと

25名以内の会
員又は連携会
員

平成29年11月24
日～平成32年9
月30日

機械工学委員会に記
載

機械工学委員
会に記載

機械工学委員会
に記載

機械工学委員会・
土木工学・建築学
委員会合同IUTAM
分科会理論応用力
学企画小委員会

機械工学委員会に記
載

機械工学委員
会に記載

機械工学委員会
に記載

心理学・教育学委員
会・臨床医学委員会・
健康・生活科学委員
会・環境学委員会・土
木工学・建築学委員会
合同子どもの成育環境
分科会

総合工学委員会・土木
工学・建築学委員会合
同ＷＦＥＯ分科会

機械工学委員会・土木
工学・建築学委員会合
同ＩＵＴＡＭ分科会



材料工学委員
会

1．バイオマテリア
ルを基軸とする分野
融合型人材の育成
2．バイオマテリア
ル研究の今後の方向
性及び研究成果の迅
速な社会還元方策
3. 上記の議論を深
めるための主催シン
ポジウムの開催
に係る審議に関する
こと

20名以内の会
員又は連携会
員

平成29年10月4
日～平成32年9
月30日

化学委員会に記載 化学委員会に
記載

化学委員会に記
載

１．ＳＤＧｓを考慮
した天然資源と人工
資源のバランスのあ
り方
２．国際資源循環が
ＳＤＧｓにもたらす
影響の定量化、指標
作り
３．その他　国際資
源・材料循環に係わ
る諸問題
に係る審議に関する
こと

20名以内の会
員又は連携会
員

平成29年11月24
日～平成32年9
月30日

１．人間、社会、地
球に調和する材料工
学のあり方検討
２．材料工学の啓蒙
と広報活動の具体案
作成・実施
３．材料系学協会の
連携強化案の検討・
提示
に係る審議に関する
こと

20名以内の会
員又は連携会
員

平成29年11月24
日～平成32年9
月30日

１．材料科学及び工
学の現状と将来に関
する諸問題
２．周辺の関連分野
との連携に関する諸
問題
３．その他材料科学
及び工学に係わる諸
問題
に係る審議に関する
こと

20名以内の会
員又は連携会
員

平成29年11月24
日～平成32年9
月30日

化学委員会・総合工学
委員会・材料工学委員
会合同触媒化学・化学
工学分科会

材料工学委員会新材料
科学検討分科会

環境学委員会・総合工
学委員会・材料工学委
員会合同ＳＤＧｓのた
めの資源・材料の循環
使用検討分科会

材料工学委員会材料工
学将来展開分科会

材料工学委員会バイオ
マテリアル分科会



１．政策に反映させ
るための活動の仕方
(例:関連学会等との
連携強化など)
２．デバイス材料分
野及び医療・バイオ
材料分野における
ロードマップのロー
リング
３．上記の議論を深
めるためのシンポジ
ウムの開催
４．デバイス材料分
野及び医療・バイオ
材料分野における
ロードマップのロー
リングについての報
告書作成
に係る審議に関する
こと

20名以内の会
員又は連携会
員

平成29年11月24
日～平成32年9
月30日

別表第２

参事官（審議第一担当）

参事官（審議第一担当）

参事官（審議第一担当）

参事官（審議第一担当）

参事官（審議第一担当）

参事官（審議第一担当）

参事官（審議第一担当）

参事官（審議第一担当）

参事官（審議第一担当）

参事官（審議第一担当）

参事官（審議第一担当）

参事官（審議第一担当）

参事官（審議第一担当）

参事官（審議第一担当）

材料工学委員会材料工
学ロードマップのロー
リング分科会

心理学・教育学委員会

社会学委員会

史学委員会

地域研究委員会

法学委員会

政治学委員会

経済学委員会

経営学委員会

基礎生物学委員会

統合生物学委員会

農学委員会

食料科学委員会

言語・文学委員会

哲学委員会



参事官（審議第二担当）

参事官（審議第一担当）

参事官（審議第一担当）

参事官（審議第一担当）

参事官（審議第一担当）

参事官（審議第一担当）

参事官（審議第二担当）

参事官（審議第二担当）

参事官（審議第二担当）

臨床医学委員会

参事官（審議第二担当）

参事官（審議第二担当）

参事官（審議第二担当）

参事官（審議第二担当）

参事官（審議第二担当）

参事官（審議第二担当）

数理科学委員会

物理学委員会

電気電子工学委員会

地球惑星科学委員会

情報学委員会

化学委員会

総合工学委員会

参事官（審議第二担当）

材料工学委員会

土木工学・建築学委員会

機械工学委員会

環境学委員会

基礎医学委員会

健康・生活科学委員会

歯学委員会

薬学委員会
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